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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一・丘李正・本屋祐雪・坂元年行ξ鈴木雪夫二竹内済・

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ麟本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究’

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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た屋 実は、目1ヨ和6年に日本税討1学会ヅ創立ぐれまして、

その芽1回目八名簿に先生のお名前ガあるわけで．すがら、

ち／うど．ことし、蝸舛にい、ます。それで“、この研究

所の両平．丁んヅ代表老にブより、統計学倉の何人力・の／／

バーで、「日本における税計学⑦発達」 というタイト1レで’

文部省がら科学研究貴をいラことにな！はし1こ。この
榑ζ倉に、系充計学会の先輩の諦先生方に、系定言すあるいは孝充

計学とのがかわ1）、あるいは統計人とのご関係、 そうい

うこと乏思い忠の形で’で老残していllい、ぞれをっづ’

ると一、／っのこれまでは書方・れていナよい日本の杭計学史．

ヒいうのが’で’さるのて“はすよいか、そういう意図で’二の企

画を推あ仁わけです。

 光生は、葎済学あるいは社倉思想や社倉文羨、多方面

にご活躍でございよ↑ガ…いはハらの方ザとに
っいては気にしすよいニヒにしまして、統計と杭打掌ポぐ
先生の杭言す1挙看としてのご閃イ系等マ、ご記億を丁・とって

い丁ごτ～いて、 これからひとフ且天を語、てい仁丁～さ†（い

・と思フてお・ります。

 大1内兵衛先生のr私の履歴書』（黄土社一ほ．51身）とい

う本の序文に、「高椅君が速一記者をっれてあらわれて、木

内の履歴を話せということでこの本がで汀こJと書いて
ご’ ｴいますバ、あのとざの先生はと間ご方が上手し’や†よ

いハI ﾅすが、ああいう形ハのが統計学にっいてでζ上
ガれば幸い↑ミ↓いう、1・．うに思ってみ1）ま↑。

 そにで、プようお手元に干獅しまし丁・年譜は、先生の

『ノ＼万石皮ナし・私のネ土倉主義』（TBSブリタニカ  ／9約年）

の終わ∫グにフい下いるけて“ございまして・これをllど
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ザよグら、それか一ら森田優三先生の『稜訂遍歴私書乙』（日

本評論社 冊◎年）というのが二一でいよす。ちょうど森

田先生も高衝光笠と同年／犬の方でゴざIいよすので、・こち

らのオもひとつシすリ才みτ・いは．形でいこれに重ねて先生

パ’ P悪．兄をあ・伺いしていさすこいと思。ておりよす二

 先生は［01年、イム台にお生まれにすよって、 それから小

学依、来北学隊をごI牢菜後、旧舳茅二島茅学旅にあ・入

りにプより、それから束末帝国人学の葎清学部に入学ぐ牝

ていますゲ、「スタテ／ステ／クス・という言葉、あるい
は「 ﾛ討」 と！lう言・菜に先生はいっご’ろ士、会われて（のか、

ご記憶ゴざいますか。

高橋  お若之マる前に、禄告 （笑）としてぜひ中し上げ

ていて1・いニヒがパはギこの企画、六変有意義い
のドと思いますし、皆プんのゴ苦労に心から取急乏表レ

ますグ、私を確告に星んドことは六ポよミス’丁～。丁二と思

います。岩亭’G狩法下の日ネでは、私は免計学者という
肩棟二を掲げてはみ／）ましてニバ、 それは全くのカムフラー

ジコーだ二乙∴．亭まんまをいて二τ～くτ二めの方便、直を約る

tlめの1、亀れみの丁ごついです。・耐以外の二となら何で

もやる航言†学者・と†ごれかがいフているんゼ†丁よいかと

思1ているんです。も巧ろん、私七まピカ人間（笑）で

は川ますかう、統計に勿・がわるとさはま用にやフ丁こ
っもりでTゲ、一それにしてセ、というのが’、二うして皆

丁んと対座しての略ビです。マんすよ私をこうして「喚問、

ぐれてここヒについては感謝ていっぱい才8んで↑バ、それ
にしても・一’．’’で’子ね。予審毛裁判七始まらすよい荊に情状

酌量を懇願し↑・グっこづに1よりまし1こ。しかし、公判追

で’はありまぜんが、衷心に従フマお’答之い丁二しま．す。
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 での前Hフ、生1哩現象にフいてちょっと一…、いま
六屋†んがいわれτこように、私は／ヲ0イ年生まれです。手

内に80歳にアよりま寸。それで老化、恵比、茅化グ．冬スピ

ードて’五行中です。てれに、、、雀膏までで、相変わらず右

飛立飛しているんて“す。しかし、私も望むところで’すゲ
ら、ビうど容赦†よく許し関してく一τ～ぐい。

 では、まともにお答之して一いざます。

 私は、 尺正11午に葎布単音Pの学生にアネ！）まレてこ。 ノ年

生のとさ4完計学の言舞義がありまし仁。そねノは、高野岩三郎

先生の、恐らく最後の講義ではないかと思うのです。そ
れから、†二しヵ＼竹下先生、文学邦の社会学科で’Tか、．そ

の方の講義：にも出まし丁・。そのお2人の講萩と問いで・わ

けです。高野先生のところで’「スタディスナーイ クス」と

いう言葉と習っ丁（のが初めてです。

四平 柱1：先生と｝フし†るのは、竹下済払先生で寸ね。

高橋いです口季充訂ザとは何七覚えていま一亡んグ、

非常ト・温厚1よ紳士でしに。

穴屋・高野先生の伝細を見よすヒ、ちようビ大正12弁の
2月1夕日に最終講義ヵ）よざれてぢ∫）ますグ、先生はこの

最季冬声葺・斉を后聞さに†よっτ（わけゼマね。

高橋  そうで’すね。 それでTね。

六屋 高野先生勿講義は最終講義・だけで、竹下先生の講

義1まどういう講義でしτこか。

高橋 竹下光生は、大学院に入っアことさの私の楕導旅梗

でしτ二。そめこ列ま助手は文学陳に入るということにな

っていτ；からヵ・もしれませんね。二うして助手にナよリ、

竹下先生ヅ揖等孜1官ヒいう．二！に1よ1て、高野先ハい

ら、しヤらなくナよってい↑こ．ので、竹下先生の方へ列ぐ渡
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ぐれに。 そして何度カ＼后目にがかフて・勉，蔵しうといわ

れまし1二。竹下先生、それから程肴・学弁の保険の先生で

森、荘三郎、 そのお2人に種カめられて、 いまは理辛十八掌と

いづのです勿・、手込一にありましτこ物理学枚に互いまし仁。

高等牧掌六よるものを勉強しナよけ十・じは1人前の稀計学者で’

はけいというので’立色つ†（のでT。 その立Zで’竹1こ先生との

がかわ1）合いということがあるわけですね。しかし、特
別に♂じヤまして静羨乏間い†（、牧之、を受けτ（というよ’

う†よ二とは余グよかっ仁と思いま寸。

 てれ力＼ら、仰理学旅けもし．ろかつTlでひ、非紬
て’はないんですけれど、そザう流行バ研売会・にも

出ていllん打。夜遅く、疲労こんばいして帰ると、母
ガら 「みまえは一体何に汀フ†こん・て；■ といわれ仁くらい

で’す。

六屋先生の自叙／Z、竹に了モン（＾、月舳・ハ）取夜の

ことグ土、てよいりますけれど毛、丁モン先生は耗計学の

ニヒについては全くお触牝にア8ら†げつ†こという感し’で

ございま↑φ・、

高橋 アモン先生は、耗言†・学としては何もあ・一しキらな

いけれども、お供をして丸善に行くはで社公科学の都
と叙．掌の却をごらんにナよる。それで“、ヤ1ガは何程清掌

ω人は牧学ナよど毛，おヤりにすよるのかなという、3・づナよ形で

1まれ㍑られまし↑・バ、，紀計とか就訂掌にフいてどう

という二とは、了モ／先生からは開い↑（覚之。は†よいです

ね。

大星 穴内先生めニヒヒカ・右浮先生のこヒはまτこ後でも

何回ヵ・お開ごすると思いますゲ、 そ（二ろ穴内先生は七

う外国1・ラ帰って、講義1パ。ていまし仁が。
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高橋私の最終学年の3年生のどこに先生はヨーコッペ
からおツ帝1）1こ†よフすご。帰フてざてヵ・らの最ネηの1藩義バ社

倉政策ブ8ので＼ それを間い†二んじ’ヤすよいで’しょうかね。

そしてtこんrこんだ内先生1二傾倒す・るよ一うにナよ。ていラて（

んですね。

六星有1筆技はそパろ助手にηフていウつしゃフτ・
わけで’すね。

高橋 くうてい↑。私が学生のころはすでに助チにびって

い丁二んですね。ま下ご個人的には疹じ’上げてはいナよカ’っ仁

んで“すグ。

大星 こういう二とを一お間汀ろと失礼すよんで万ブ、先
生’

Pま高等宇枚のいには文科甲類でTね・統計学という

のは、文科甲殻というよりはむしろ理工、釈掌禾に偏フ

†二学問丁三といまは†いてお！）ま丁けれど毛、そのころは、

有洋先生も文ヂ十て三と思いますバー一一…。

高橋 有洋ウんは文科乙で、・ドイツ請じゃないですか。

甲というの一は英語が羊です。

 私はこれでも中学生のヒラは、哩秤ヤ数学がソ号一恵ブごフ

†このです。 それで二高へ入るとさも、中．掌の先生は当然

理科に行く’ 烽ﾌと思．つてい仁。口下手rlし、杓杵し、

いまφ・ようにでうすラしくすよがフ†こかラ、理工秤へ行フ

てじみにヤっていフ†こらいいといわれまし仁。

 ところが、宇が4孟烈に下手、用器画ηんというのもが

けナよいのてす。何通がいてもダメ†よんて“すθ塩工科へ行

くには製・図をかか・よくちヤい1す行い。それで矢袴丁∴そ．

れヵ・ら、これは、ここに肘惟がいら一しゃる列で剛

ますが，いころ春枝発動期にす8りまレて、イで数の根と
禾叙の’ことなど・1至しく†よってさτ（んです・項バもヤも．㌣
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してきて、とても牧学のよゲよ紋帥学問には直ブない

ということにすい†二。それがらい／っ、社会士萩ヒい

うφはオーべ一ですけれども、そのニラロン了存命ヤ米
、騒動が州ましll。ま1二、中学呼代かう新開1乙むとア

1レベイトと㌣フてましrこ。そんはこヒもあ1て、政右、

程清、社公一とい111勉残乏するのがいいんし、やすよいか。

そ！て労働引1わかる言業で語1）1．かけろよう｛り丁・い。

それで｝哩工科の方へ行力・すよがっ†このでて。・

大屋 私宅、ちょうど兵隊から帰。てぐてから一喬蕉か
∵†こαは数学すよので＼ 反人速中はみんすよ数学に行くもの

と思い込んで’いすこよ一つ、てnすけれと’、．毛、これまτこ妙†よ稼で

往済学1よんカ・グ〕、ヤーフ1ボつ毛とに返、す二、」いう感し・

をいまにれって持巧ます。けれど毛、耗訂掌といψは、

何らかの形て’’牧学的は七のとのかかわり合いカ哨質の中

1二18いと膏τ二ないのヵ・干しれまでんね。

 それで先生は、有洋先生と一箱Lトいろいろ勉強すれ†こ

升て二いですけれどポー・一。

高稀一私が卒業し丁二とさに、有孝さんは、月カ敢授τ三㌧f二，

そ1て、小田思大という、いま私が勤めている束九字晩
大学の学長ヅ私と中学以来同期なんで’T、その小田君バ

仏舎以未狗一率すんと非常に視しいんです。このこいろは允

まセんバ、「忠欠くん」といづのが右浮†んの口ヵ・う出、た

く㌧いで’す． 有浮ぐんめ家に下宙していτ二，

 そ ごて、 手6、が貝カ手1こな る と ぐ、 小田君カベ、 助手 にブ’よる

い試練・コツをLはいわ才よいけれど毛、，学校のことも

聞いτ二らいいブろう」いうのて“、小田君バ仏を有洋ぐん

に秤介してくれ、初めてお目1こかかつllので’す。私グ卿

チ．に、㍗．って一！考ぐらいしσドうちに有浮さんはヨ．一口ッ
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／くへ行。↑二んじヤηいか†よ。

 栴洋くんは、一助手勿とくに系歪清原論専攻守ごってこんです

ね。そのごラ耗言†学は禾苛帰乙という先・生バすけ一てい

†ごんで“すね。矢内豚忠雄先生い親しい／・伶君で’、つ1

げ†よ方†こつ仁ようです。 そめ禾升†んが在外研究中にド

イツがビこグて’’亡いらゲ・。その後／手バ問題ビい二。

高野先生は永井ブんの不在の岡ということで講師と一して

講一義†れてい†こので1ま†よいがと．思います。それで’ポ琴寸

んですバ、禾升†んめぜミの学生として米・個変動に関す

る耗計的研充とい。l1粛文を1書いでい11一れバ非常に

優秀すタいτごフ1こということもあつて、稼計のあ・はち．．グ

有沢寸んに回ってぐ仁んでは†よいで’しょうか。程清掌の

理論白卿比から棟計学へ、い・うことで有浮†んト煩悶

があっτ二かど今ヅ短11ませんが、程済学の理情的研究と

季歪希”練計的研充ととあ・ヤりにナよるよう1＝なっ†こん7とと

思います。

 私は尺掌を牢裳する間際まで’’、研究室へ残るなどとは

．思っ一でいなクフ↑こので’す。土方式芙先生という打常にい

い先生バいまして、 その先生のゼミ を2弁もやりまレ†二。

それヵ・弓、第三タド国語・というので、フランス語程清書講

涜ヒいう人、敬の小1よいク．ラ又1ごイニヒい今こともあって、

毎週のようにご自らへも行って勉残寸せら牝ろはどめ仲
よしにナポ1ましτ二。卒業の．ヒさにわざわざと’こヵ・で洋食

をごちハにアよっ丁二。うちバ食乞で’毎親乏犯之ているか・

ら、生活の卓足乏谷欠するということに†よって、じヤ安田

銀1マ麦紹介しいということに1よ’1・宇田纐の敵っ
結城寸んですね一依て’日銀稔裁にブいτこ、あの人トわ
．てわざ’糸召命林と・書」いてくてご、†、一仁。有田参艮行へ行ってあ
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棒して、それがう型パとく梓椚試棟を卑って梓嗣内定
’し仁ので’す。

 とこうバ、履歴・書を青くのに、 そのころは墨で青くの

ていす。あい工ばか’†よ二とはぼくはでマすよい。そこで’’、友

人に什ん†よ書いてもら．って土し†・のでT。就職カベ次よつ

1二ら、高校のブラスメードで後で一通庫次引11ぶっ†1車四

新三君ガ仲ってプて、「あ・まえ、 あ、ん†よ履歴青を書いて銀

行へxっ仁ら、すぐばれるゼ。穴倖みょえバ書い†（んじ
ゃ、全額も、貸しすごか情1けこかわから†よいじヤηいカ・。

っまらぬこヒはへわめろ。 お・ま之はとても含艮行マ／なんか
には句力・†よい力・ら」 といわ札τ二。

 ちょうどそのとざ、助手の募集があ1†二。助手を志願

しプこらビ・うブとい1て、助チ試駅で夜出する粛丈を清書

してくれ仁んです。 それで“助手に汀札仁ので寸。その前

に上方先生に相談し↑二んです。先生ζしてほ恐らくむっ

とし丁ごて’しょうね・。研究室へ入れば大内一派の世界ズす

からね。いじめ・られるに未まフている。ヵ・わいぞうだと

思1†二のか屯しれません。じヤ灯を専吹にするかという

二とになフて、歳計でもヤブ・ていれば、2年で首になフ

ても社倉に土て保険会社に勤められる。そこで耗計学専

攻の助手にす～フτ二のです。その且φ二と、私が㌻すれぼ

さわめて自終の成り行きで、右往左往の一軍†三7τこんて

すガ、」ニテ先生か㌻すると、ある意味Iでは非常に千予文月にI

艮しτこ一二とを私がやり出レ江ことにナよっτ二のかもしれま

せん、

 先生は／ぐI）イ士込み。男前ついい。スマート。講義・にも・

熱グ人フてまし1。。放室は超満員。「マルクス主義肩より

6・ぼ／けバフジカ1レ奴ん1～・と・卒宇とお’／．御手帆
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する先生でし↑1。経済は、し丁・ヵぐ・て系至済学は、生産カ

ー生産諸要案一と生産物一いますよらξNP一の
配力＼に関するモーノで～というので’す。 それでリニ方の「酉乙分

率済学・といわれTlりしましTl。ブラシ又てい岬完の成

果でご・で（勿でしょう。現在て“もたいに亙同寸る孝之方でど

と思ワています。．それで、研究室に入ることにτよつでこと

さrいまどさマレク又をかっいでいろ産二中が研究室にい

ろらしい。先生の経済掌で使らを免限しますよ」と豪語

しτこんてい†。妙ばと矢口らでい・いところで↑べ、その

私．バ研究室で’主任尺丙に傾／多」守るようにすよって二ので一す・・

ら、こっちは無邪気でも、エ方先生としては「事切り」

とお略じ’に†5っても無理ははいですね。ヤかで・碓門。、

助手で首になるタネを自分でまいていTlわけて’・す、

 それで、研究室に八フ丁こら、有洋先生も耗I計、ぽ＜の

古いう。一高の叙学ハ先生で、何とかいう先生バいる
のです日その二ろで’すから、数理統計〃・何かの先生です。

てれで、有浮ぐんとぽくは、その先生のしころへ家良牧
師み丁ごいに毎且1回ず’っ逓Lっ †こんです。

 しカ・レ、右群㍍も社会主義つい．てい仁ごろで三し、2

人ともながナ8か勉穣し†よい、ところグ、1対2ですかう

サボるわげにいか†よい。もっ’と七有浮プんの方はばくよ

1いよ断然まし’めで’し↑こバ・木門のわ㍉一二喫茶席青本堂が

あつまレτこ。 そこで’2人でお床を喰欠みブ正ヵぐら、ごようい

かにご’まかそうグと相談し1二ことがある。向こうは専門

家†ごかぺ’まかせすよい。（笑）それブ四者ノ＼苦して、ψ

が千年ユ大上糸色い仁人ノで’寸グね、律支分、禾責勿・、イ可とかと。い

う6をでつとやっ1てんで“す。

 そのうちに向こうの先生がら破門寸れず二んτこけ。（笑）
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向二うで化し，いとい一1のか・表一寸亨見込みグない

一そん何ごとはいわηいが、何かで破門にア；つちヤブ

ll。肩浮立んの名号め）・に、いうど有津氏は外国へ
1ラくごヒになっ仁か弓、、それもポllて’’し一ね。

 そハこう、布浮さん．ヒ同期め助教夜1こ穴森義六即寸ん

カベい1こ。右1筆でんけ1†よし。自分のあとは何で七六森

君と用言表するようにといフて右浮†んは外国に行コ仁／）

です。欠森．†んは、程清隊論、程清哲学。映画評粛も美

人並みにやる、いい意味で’め才人、1工戸っ手。初めは新

カント水↑ごの、ドィッの両南学派τ～の、一文化哲学†ごのと

盛んにヤブってもいまレ仁・バ、時イでの允札。r三んτ三々定賊

に深入’」山川均、荒焔寒村、飲芥茂三。郎、黒、田寿男の

告ぐんと・「労農派」を結成。それが私の助手の二ろ。仏

は尺森さんザ秘で労農水に†1つ仁んでて。右浮†い
洋行・前は大森さんと同じ動きをしてい↑（はずです。そう

いう状九て“は数学に1よ身が八ジよかってこのでしょづね。
（笑）

画平 一商の光生」いづのは黒川先生ですね。

高橋 そうで’す。非常にまいめで無、口すけ生で、こっち

が何にも、いわ†よいと向こうも何にもいわ†ぶい。四方ムガ

1ぷい先生です1・ら、．あん1よに苦しん1～こと1よい。天変い

い先生です。

大屋一 高野先生か÷は、そのごラ重梓、研究倉とかγよん

とカ・で航訂れかマイヤー（今．γ・川W）の諸パー二
高橋’・マイヤーとかすよんとか開いす二こヒけあ1はすバ、

何も覚えていまセ：ん。・先；生バ東京の下町めナで定態調査

をヤ・てい†二、その話を盛んに閉か“れましτ二。自分が’

調．宰．し↑二け円柱そラば，んでやっているん1～と．い1話

           ．、皿・10
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と聞きよしす（。手工業時代の虎討の実証的研究家ハ老労

乞尺いに敢わつす二わけで’す。

 これは伍にはりまマけれビ毛、高野先生。長．男パ九天

の農学部の学生で’し↑二。そん†よこともあ1フて、㌧、1つの間

につ・高野先生の輿さんけビと七交フ歩するように↑よっす二。

，包子のことで梱れ受け’ ﾄ、比級の農学都に入る’カ＼

九尺の農学部に入るつ・という二とに†よって、ぽ’くグ「北

海笠は寒いからダメで’す一よ一」 ヒいフτ二ら、イ皮女はドイソ

人で’すね。すぐ祷皮を粁干左、して、べ1レり一ンは比寿並．よ

りいいごという。「寒川河でいい・という一「パよHま
ドイツザと芝孝之ている。日本の地寿孟は違う。とい

いましτ二。そのゼいばかりで七プ8いでしょうが・九たに

八フrこので↑。字野ラム蔵先生勿奥ぐんめ弟寸んで’すね。

彼と2Xでよく写真を写しすご1川がして遊び’まし↑二。そ

んす8関イ采で西野先生の家へも遊びに行くようにナポ）まし
↑こ。

穴屋さ先生バ研究室時代にゴ記億に残1ていらつしヤる

耗計奉とが航計学者1非帯に少すよ力＼つ†二と思いよすけれ

ども、そういう方はいらフしゃいまてヵ・。

南橋納先生からマ／ヤー、千／仁フI iF．Z1ヨ・1）

というのを開いtここLがある。それからホーレー（ハ．

L・Boψ1ε／）は崖んに開φ・守れましす㍉ それが97ラン

スのシミア／（F．simi舳J）、そんすよ（も聞かくれ仁θ

その二うのぽくは、徒計学の勉承に叙字。は使うけれど’毛、

紬と非常に深いかかわ’）合いバあるのかヒいラい河
とごI 驍ﾜでは孝之てい†よいですね。

た屋芹沢か脈！ま、フラ／スでネミ了／に7、．いでい仁
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んで↑ね．東京へ帰っ一でから1安政尺学で’夜討をヤるよう

にといわれてい↑1ヒいうよう†よごと．を匠人間の蓮命』か

何かに書いていまし丁二。最迎一、岡山尺掌の杉．森君．といラ

のグ、ンーミ了ンの業種乞調べているようで’す。

高橋 芹末光右戻ヒいうのは、九尺の脅氾勇大君の親友
で’すね。

 けこう耗訂といづと、労働引1限らず、生計調査で
すれ。それヵ・ら農業羊え計。

尺屋やっばりそれはエ／ゲルの影響ηんで寸ね。
高橋それから、プぐ了モンザとけかにナ！つ1・
け十しとも、．．アモン先生の前1こレイデラー（丘． Lξ一ehe→

先生が来ていτ二。レイデラー先生が、穴森義六郎だの侑

浮広巳一ま仁助手τ三つr（んてしょうね、 その連中をっ

かま之て、 日本の1学者1ま抽象理論白フfよ二とはいうIけれど

も、日本の定徳にいては矢口ら†岨ざ’る句レイデプ．は
ちゃんと日本の績言†年鑑か何ヵ・を特フていて・、日本の二

とを矢口っていていういラいうのて“、穴．いに啓蒙くれて1と

いうよゲにけ閉いt・ことがあります。
 有洋、大森ぢ2人はレイデクーと人間白ウにも非常に視

しカ’っ†二ようてぺすが、研究上七；尺いに得るとこ・うバ大守

1・111んではl／いでし、1う1＼家1近がフllので私は訪

ねてい1プ歳諭・もしまし仁。関東欠地軍のとさ、韓
サ沢ヵ・ら帰ってさて、 これがドイソなシ革命が起ころと

いいナ8がらも、た．静公吏束の人1コが一夜にしてゼ’’口付†・

いになつf二。け↑三パ帰療∫帰札の可徒佳バあるん
ド。いい一て日本貫本主義と「近代化。のごとき託し
てく札†二のを覚之ています。

練、計一以外のことば1・リて恐縮ですバ、私は人一律てル

     ’       12
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7疋ヵ・31れ1ご。↑1ニヒがあるんて“すが、それで七レィテ

ラー先生から「反省・oタネをいll†三いてはいるんで’す。

それは、自由就手段階の貢本主義はr責．本論』’で割り切

れるガ、独占段階の飼主悉帖代参至済学一そザう
岬佃椚学説一で†よけれ1ゴい㈹い・というんでマ。

ユダヤ人丁三フllのでヒトラーに18ってから了メリ〃。私

はヨー口、ソ・くからの帰りにニューヨークの郊外の家に行

きまし†1バ、残念で専門家として程希問題について証宕

寸る†よど活躍してましト、しかし、こちらIの思い1よしの

セいか、「故郷、忘れがτ二し・といフτこ「七命者・の港レ’

を受けまし↑二。そのヒさは右洋くん仁ちのた内グ1レーア

はまだでし↑小、大森寸んい労農派は逮捕’†れてい圭

し1二。吉びτ1小すい部屋て’’、大森㍍かバらついド

という掛け軸の荊でのぴ一ととぐはぐびしい七ηでし†・。

1達庚で†よい尺森くんハことを、自分毛そう↑王といつて、

案し・ていまし1二。

 脆橡フいて1こアそン先生のこと、 いわしてくτど†い。

先生は近代’葎肴掌の天家だといつていいて’’すバ、マル柱

は解剖医学、近社は臨床医1章に当↑こる。 まともは葎済学

名は耐をやろべぐすぐといつ． ﾄ一 ﾜし†・。珂邦男君と私と

の共訳『経済学吏諌考ヒしての一リカード■で1まリカード

以後の第一人老としてマ1レ7疋を挙け“でいま↑バ、1『37

年、夏、2方円をスイスの先生． 薰ﾉい江とさ。は、ケイ／

ズを経済肴のケネー以来の人たといフ、ていましt二。績訂

以外の統計学者の発言（笑）、これで終わります。

た辱  先生の買力手野代の最初の詩ブ文というのは・稜言†学

に剛禾のある補文ですか。

三諦．「国民所得続訂紬・’で↑へ
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穴艮 それは後はどよ・丁二先生バ、ある時期、回民所得諭

をおヤ．りいよるさっがけドいます・か。

高橋耗打方法と客観的方彦とか主観白1け法とかと、何
のニヒがれヵ・らでに論文で書い仁覚えバあ1）ます。それ

が助手⑦最ネ刀の言翁文です。何ゼ統計の励千丁とがら、研究

請文は紀計にしπくちピ享らπい。’

坂元高橋先生は、月島調査に、駆りわれkごとはな．い

ですヵ・、高野岩三郎先生の。

高橋 剛禾わllまセん。

欠屋もう終わ。ってい仁わけで’すね。

高稀  そうですかね。 そのと㌻は先生は工LOの代表問

題がこじ牝て学校をや出れて、・私のいは講師て’、大

原研究所長で、τこだ従日来の関係があるがラ講義＾に来てい

仁わけですね。

 私は新人食1こ七八フてブよいのです、あの二ろの若い人

1歩みん†よ入っているん↑ごけれど毛。†三れがが、「新人会リ

んグに入ると助手になれ↑よ＜ヵ∫るので．、あいつは入㌧な

かっ丁二んTごろ）フ」、といっているよ一うですバ。 そんすよ二と

ないんです・rこ卓τこま勧誘ぐれながラ・てこんで了。友人は

みん†よ八っていま↑がら、棒デわずっ宇合ってい仁。 いま

で．も新人会パ同窓会・に1ま出る二とバあ1）打。〃一ん

なそのっもリでいるから。こっちは丁二だ入らなか。で二だ
けで↑。一

た昆先生力く九たの就計学担当というような形で赴㍑

れるいいつ村こい↑よ毛一のを・…一。先生は、林の館計
学講座の初1ヤで’↑ね。

．高栃助手11リと汁長老が弓、2卑111て穴．学がケ
            14
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「XXを命で」の意思表示バなければ辞表を土下一ことに

†よっているん丁ご、ヒいう、ろ・うτよしご†こ1）をいわれよしτ二．

大体その二うは、助手にはれば講師、助敢樟にはれると

いう、／、うな慣習でもポにん丁ごと思いますが、

 ところが、2年1二っているう引二束欠程清学却岬が
’ご↑1ごTlに1よつ〔1二。いわゆるた右対立が赦しく†よつ

㌧私はいつの剛こか穴内一派ということllτよ・㌧†
っざお・話しし丁・上方先生〃・ら麻門ぐれちゃフr二。上方先

生め方グ掌肉で季色対〃叡に†よって、それで…2年で首にブよ

る二とに†よつ仁。

 2年でお吋びガ打いから、辞乗乞出、すべ・ぐナ～んτごけれ

い、穴内先生が、「おま之は国家公務員1～’から、悪いこ

とをし†よけれぼ首1二1よら1ハ1。辞表をhすよいでバんば

れ」というのてい、七う／年がんばっτこ。偉い人τ二らは、

「あいつは一体どうしtこんτご・」ヒいっていτ二、ら一しいんで．

T。二つち毛どバし1よいでい1二弓、ちょうど3年目の
ネ冬わりにナよフて、ム崎覚次郎先生から、「ああいう約束し’

ヤ†よか・丁こか。わ十しわれも哀尤聯ζ口をオ呆すから、ち1ま之。毛一

探せ」といフてほうリ出、マれるこヒトすよっτ二。

 そ二て“、大内兵律子先生や大森氏ηんかが心配してくれ

て、全国で碇言す掌の空い．ある尺掌を探しTlら、束1吠

学ヒ九穴にあ1す二，そ二てい岡崎丈伽い高橋正雄も乗一

北た掌をねらつτ二．後て“2人で｝、1市場協定をやれげよク

フ丁こ↑よんて一一…。猿は京都がら行5、ばくは東京グら衛

っr二。ヤこでぽくのテは、ま丁三助教授の字貯私蔵ぐんを

通い動レ江。向こうは坂葎矢」ぐんを五ゼて中つで二。「

はち冶・わセしちヤって両方ダメ。私は何度も仏舎へ行1．

て、その閃係で宇野くん↑ごの奥ぐんと杵常1．二伸よくすよフ
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τ・わけでT。

 ここで夫濃秤亮吉君が登場するんでT。幸／”蒲文が

マ1レ7ス1よい・出てこ1よいよゲド困民所得耗言†庁諭、を

青いて、第2着目は、実証台川ものを書方・ブよ／ちゃいが

ぬというので’、何を書ゾ・1・覚之て1よいけれビ毛、とに

ク・く数字をべτ二べk使うて 、束欠の国家学会雑誌に論文

左書い丁二。

 ㍑請文グ載フている雑誌が、美濃部虐け†りビ犯
舌先一生が飯を食フているところにほつてあ、τ二。ぞれを

おヤし’ぐんが見て、自分の，包羊毛色†よいのを1矢ロワている

し・私も助れもので、「こいつは’俸どづすよっていろ、←

1ゴ・と亮吉君に剛いに。元帥バ洋略をめぐらしllか・ど

うか、その並は但しいんTミけれど七、「こいつは首に1よる

ことに寸よって’いるんτミよ」というと、「行き先があるのわ

「才8＜て四っているんド」という間ノ昏口「じぺや九文で持っ

てやろうがJ．ヒ。 このツ1レの一戸。美濃ヰト違二言先生はど

け先生でも、未尺雌内て私としい．かると、向二うが

頭と下げて、「厄高がお世諺㍍・といフて一一一。親にアよ
るものし’ヤ†よい。（笑）ニニで’都知争にアよ、丁・川毛僻．尺

な美濃一邦君の歴史的発言。「高橋、て赤でない丁～ろうな」

と欠。「ウウン、オレヒおん何い†ごよ」 と子。 ご’目寺号しです

ね。（笑）

 高琳馬先生が九たの程清榊’キャッ7乍っ’仁もので
すヵ・ら、美濃邦先生ヵ・ら高田先生に、二ういう胃を宇采っ

て！写しい。白1かは葎清学の二と1ま何七知いいから、高

橋の後見人として大内を指定する。穴内、高田の間でい

いと思ゲよら採ってくれという手紙を出して二。Tlしかそ
の’ 闍G氏も、 夫フ農・邦先生は禾久に見ゼてくれτ（と思う、
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ヤかで高田先生かう穴内先生に～わめて鴛蔦な手秩バ

来仁。ヒころグ、こバ人は五島玖釆のライ／いレ。高田
先生かう采r・チ紙が、それこそ歯の浮いう1㍑せ群1。

らr二らの文章で’、にち・まえはせ界的な学者にη、て東京で

花二とレ麦いて）フらやましい、才レは田舎てぐすJごフていろ

ん†～一」と書いてある。それ左大内先生が私に見セて、「高

田フて胃はこういう手紙を書く男τ～。用心しう」といっ
r二。

 高田すんが、束尺土卑の高稀を肋放授にするべく教夜

会に土し1二。’本来1よら、向坂釦け1・石浜矢口行といプ・

う†よヤヤ庄かかフ†（教授τ二ちは、高田†んべ土寸のに艮

村するに決ま。でいて二んですね。それを高田守んが出し

でことさ1二、向坂さん七石浜くん毛その場で才一ケーし†二

んですね。それで’ユ人とも牧で、あれはますいグ∴卜。少

しもむんドワてニピー…。その前にこ．つち1よ、大森さんを

亜じて内却工作していt二んでいす。もし2人がごIねていて二

ら、3，／∫専行に1川ますから、私は行1川／いて！ま
フてこヵ・もじれ†よいんで’↑。氏1二この男は蓮が一いいヒ白ヶ

で思，ているんで’す。

 それで“九州に行17就計学を諦萩する二といよっに
理学博士で競計学の本を書いτ二人がいまし仁ね。・ト倉†

んかな。

大屋 『徒討1つ研完汝』、小倉全之助。

高橋 あの本バ出、る前だフ†こので、有浮ざんヵ・ら、「この

本でも番万言尽し†よヅら詳ト薮にイ史え」．といって、t三れか了メ

リカ人の紀訂の本を牧之て七らフr二。

大良キングが、ミルズカい…。
．高橋  ミルズτ三つ仁と’思います。そういう二とをやって．
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いまし↑二。

 そ札てん六へ行、て、流計学の講義を．冶め†・。ノド食†

んの本グ土、てガらはあの本の二と左ヤっ仁。それから就

計学史、高野光生がら聞いτ1国勢学というのを㍗て、
そのこうから、国勢と稀計学ヒ社会体弗Jとコ関速なくば1よ

いヒいう、1・ゲよ意咋てい、自／ケで’統計勉強の意表は惑して

い†二わけで†ね。

穴屋 森田先生．の本（中にも、束比尺学勿耗計学講座の

こヒいいては、米浮先生まで’全邦空白州・い1よ惑いよ

んですグ、先生ゲ九たにあ・いでIに†よって、’あと来地た掌

ばとブよ†こがい㌧し丁・んでしょう。

高橋11I＋しもいすよいの。じ’ヤ、宇野弘蔵とけんかして、

†三れも採らη力・ってこのかブよ。木浮さんは†～れに習、†こカ・

しら。彼は束力でしょう。

面平 東プbご生身で†ね。和田佐一節という方バ…一。

高一椅ハ〔、和田㍍ですね。矢口ってます。ぼく・ら
rり穴／か古いけれども。     ．

面平 束んだ学でいは、このオが茅リョ勿、学会の公貢です

ね。 それから、程学部の杯鴎一ヒいラ方グ、敬学τ三ろう

と思いますけれビ七。

高橋  林くんヒいう方は、中学徒．の敢利者は．んがに老い

て、そういう一般放養にも関心が・パτ・先生1ご1仁。

穴屋一 お2人ヵぐ宋九ですね。 そのせいでしょうね、余り

言皮されてナよいいで．すから。

 財却静右すんは？先生はそのころゴ存じ’ですが。

高橋 名前は知っていよし仁。高野化生からぐんゴん開

いているんじ’ヤ†よいかな。

た星 藤本寺末即先生とはどういう一一…・。
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高椅ビニカ・で公フTこ二とはあると思いますけれども、
判ト人間的すよ・一…・。

 それから名’古屋にもrこれヵ＼いまし丁二ね。

尺屋 郡萄乙月ガんでTね。
 九穴での耗言†掌の講義というのは、小倉全之助氏の才）

れですね。

高橋 〔’ですね。

六屋  有洋先生の「積1計学禰1二論上が何ヵ・本ヵべあリますね。

高橋守祉沃が入っている州あるで’しょう。

た屋 裕らく反一デューりンゲ誘「から引かれているブころう

と、思いますけれビ毛、ああいう州当時1三れも†1てい

びが？ア；ことなんで’しょうが。

高橋だと．もい3すね。蜷川芦とはわリめい親しくはし
ていτ1ん1ごけれビ毛、しヵ・し、統計学の点での交友とい

jうことにはすよってい†よいですれ。

森 高橋先生バ九穴に行力・軋る制ガ九たて’’は統計学の

講和まナ8が1τこわけですか。

高橋初めてで汁学部ですかい私仰っll二ろに宏
文学普ドバで’亨k。

木星高田保馬先生バ徒計学らしさ二とをいっています
一ね、

高橋高田ぐいよらやれるはす’ですね。

た屋一末敬広〕・一一…一。

高稀  あの人1ま社倉掌出芽一カ’ら、葎済学毛祷計学もや

れるはででTよ。ですから、九穴で法文学・却がでぐてT
ぐに、耗訂の講義が1あ1↑二とすれば、高田先生バヤ・てい

ると思いますね。

六屋 高四先生がや。ていらつしゃるあれで、、粟村先生
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は当然税計をやるっも・りじ’一’㌣ナよが・†ごんで巾、しょうが。

高楠†1プ高田先生バ穴1勺先生に青いT1手私の芦をし
†1でしょう。け！で私バ、ちょうど母視バ病気†三つ仁も

ので“、辞令ヵ吐ていヵ・1け行ザμ・1丁二ら、九穴がら、

早く来いとしかられτ二。．博多へ着い†1ソ大学の人が、「す

ぐにI sc先生勿と二ろへあい丁つに行け」ヒいう。イ左賀

県の・ト城よて＼肴いτこ日に行っ丁二。、そうし江ら一、これは

高田先生の一た失策↑ご．と思うけれども、そのとさ’の最初

の言葉がにぼくは尺内君†よどは学名ヒは思ってナよい力・ら。。

私は、使が穴内寸んに書い†1手紙、を見ているでしょう。

丁ごカ＼ら、ああ、二ついう男．かと思って、こつちは人間的

に1衣非常に気が乗にな11こ。（笑）

 そめころ、大学は森新二郎という河上肇のお弟チこん、

これも京都を追いポれ紐。森君と私はい仲よしには
っ1こ。高田保馬は、払が＾の練にイ可が孝くとすぐ惰

橋君、研究倉を中ろう・といって、老い人を集めて研先

柵間く。マ1レタスのぼろを利ウが一つと思1ていろ。
こっちは本当はr責本粛』によってい．るんτこけ．れと毛、

私の言業でやっている勿・ら、ぼろは公ポよい。天家め西
田と、躯け土しの高挿デが遮慮†よしに謡1諭するので身のほど

矢口らずヒもいわれまし↑（が、高田さんの意図はどうあれ、

私としては、彼との対来を五じて非常に勉穆、にび、Tこ。

そ一あ虫、は窓新してよす。二の他流試合、．どれ1づけ勉稼に

ナよつ↑（か知れまセん。そのうちに私を呼んで、「おま之は

徒計学をヤいバて七いい。ほかの科目にカ・わって老い
いん．↑ごど・ という。 つまり、税計学から外そうとしτこわ

けですね。．

 それから、いまは溝酬度というのはないでし牛ゲ
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た屋 あります。

高1橋 あつますか、欠句丈、才∠・ガ行っ丁・と5ほ絞討I学の講・

座ヵ）いて、その月カ教授↑ごフ↑（から、当然その講座担者

に1よる1よすい†よ叶、ぴか仔かしてくれパ・。そパ引1、

立つさいフ仁森新二郎τごけは、社会政策の溝庄担当にな

つ丁二。

 それで私、グ、・オレは差列待遇にヵ、まんでさな1二。辞表

乞左1して宋末へ帰る。そのヵ＼わ1）緊ってはい汀い。いか

11九雌清一学科舳ビいかを宋末の新間に書いて暴露す

る・と常並し1・。いしてこら講良担当〃カ教授にいて・。

（笑）それで九大で1．は、「あいつは何11る中っ1～。自分で

自分の講良友取。ち中フ†二・と悪名天下にとどろい仁。

（笑）私は二1！て統計学講度担当助教授にいトんで

す。杭計学を勉蘇し1よい男ですから、公平にい1て、高
田先生がワ1レトっ†ニヒはいえまゼんね。（笑）

穴屋活は少し後に†よ’1ますけれども、／930年て“すか、

第1回国隊秩討公議が宋末てい開かれていますね。 それは

先生一ご在ビです1・。

高橋何七把億プよいて“すね。

太星 森田先生のあれによるヒ、森因先生もそれに出席

してい伺い、そのけに出席を犀請されすよかつす二名い人

†二ちの岡で、日本耗計学会をフくううヒいう磯星が盛り

上ゲ・てさ↑こというふうに書いて一いらっしグますね。

高柄 有浮くんは一一…・。

大屋肩浮くんは比一でいらつしヤいまてね。絶11けん七

出て，いいしヤいます、招待で。1～から、束哀弔因穴学

と紳帝国木学は禍侍があ。す1わ1†’です。毛・ヒも、そ

の中には中川ぐんとか郡守んも呼ばれていらっし、やい・よ
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す。中・けんば統計局一の職れして人1て、いら・しゃる

いて’↑ね。t三がら、中ム伊知郎先．生毛水谷一雄さんも

ご大序じでτよいので†ね。それで・．水谷寸んや中ムくん

ヤ森田先生ナよんヵ・が、・学会をっくろうじゃナよい’かという

二とて“ L群†んに相談を符ち込んτミという」ことにけっ7

います．ね。

 そ（二ろのことけ、先生は九州ゴから一・一一、一

高橋そ・ザろは、穴内、有浮氏は末た葎済学紬援会

ヵ・ら疎外寸れていて、神田に研究所を待ってい†㍍私は

休みご’ヒに東ネヘ米でそこに入りびτ二っていTこけれども、

そめ因隊耗計学舎パとは夫ガ）まセん。   、．
尺屋  日本純計学倉の創立総会みす．こいすよめはご記憶ご’ざ’

い表すか。

高橋 二札毛森田君の本を見マ、ああそうがヒ思って一
’一’一

O

大屋 二札毛昭和6年て“すが、改造社わ・ギ世界経済杭

計図表』ヵぐ有茅先生との某者で’士・てい一ユすね、ああいう

発帥有1琴先生とお以ていヤられτ・わけで’すか。

商椅やれよと勧州れはしまし1二が、内容の点はどう
ていしょう1・、ち・知恵拝借は尺いトあつτ二と思いますグ。

文昼 改造の稿隼祁でああいう企画を中っ†二わけですか。

高徳†二しヵ・てうですね。一存浮立んと私ヒて㌧箱’にゃる

ようなあれいよいし一一・日それゼ私ヵぐ、とていまくで

ポよいので、おリようカ＼ヒい、†ことウに、有浮ざんカく、

本刀めから完全けものがでウる．1までテよいから、がんげれと

いって励ましてくtごガ↑二。ハい廿で相談にボて
いtlTごいτこがもしれ汀い。㍑立は修しいな。

た星 戦段、岩波新書力・う．『日本葎済紬計図説』．ヒか弛
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界葎肴耗計図記』が出てますね。あれは、｛方は大内先
生で、、片方は美濃部先生ですね。’たがら、そういう発偲

は先生方のグ1レーブの中で、この改造時イヤにあって・のハ

†よビー”’。

高橋  それは非常に好意に満ち†こあれ†よんで’すが、懐し

いわ。（笑）舳は改造社がムして、有孝†んはど1ちIか

受け符ワてない？

穴屋 世界程斉の方バ、先生と有洋ざんしの共著になっ

ています。

高橋日本は1これlllよっているマ

穴昼日本七・あります。（高野着三郎綱r本押社会耗訂魂）

 昭和7年に中国へ旅行乏†よぐつていますね。あれはゼ’

ミ旅行ですφ・。

高橋 いや、速います。あれは満州辛変があって、外務

伯ゲ3ヵ月〃・平年づ・、か†パ川期間満州出張で調査して

こいという話バあ1仁。㍑前後2度くいらい耐ましτ11

穴屋 冒年にいらっしゃフていますね。

高挿プ 8年の方バ詳しいヤフフでしょう。最初の方は、湊

丈采の3孝千の研究室主イ壬が、お全バ床っている力で土、チ氏

してこいというよう†よ二とてい、民法の船橋詳一君．と私と
七一､1ん、早く亡く打フ†二仏文掌の人と3人で満州へ行

1てニベれ舳日ぐらいで1帰って打こ。後の方が外務惰
と文部省の出張命令で、千チノ＼1レからでフと・歩くましτ（。

非常にいい勉襖をしてさましす（1それで“満飲の桐査局の

人と神よしに汀つ仁。
文屋それは実態綱査という形ですか、それともヒヤリ1
ンゲの調査ですヵ・。

高橋いばらビヤ／べでT．ね．ア統れはあ・よそ、卿
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1い・双治、程済、軍令情勢一ば’かりでレ†1が、、てれでも良

証的1辛こヒも忘れてはいけ・llっ．ポけギ後で戦犯
に寸れτ1板垣征四郎た／左（1）グ満州軍参謀長で’し1こ。その

良尼†ごフ†二九尺医学部枚授がら紹介されていって公いよ

し1こ。け関係で軍の青年対校11ちヒも満州程清諭、穴

東亜矢栗圏諭一文学的に今洗にいえば欠東亜ヒC（程
斉共同体甫一を貢粁に墓ブいて直恵1よく訂諭しよし丁二。

いまは、あナ灯こ方は、「文責本入るべからゴ」ナよどと壱稽

諭乞ヤっているが、やがて大貴本・財閥貢本が支配権を

握るよういよるに夫まつている。私がぞづい㍉のド対し

「そいよバガよ二とは1よい。火ギ目満友好の王城乗μ

つくってみ忙る。数年τニブτ（らま1τこやってぎてみプよてい」・

と青年将校がら瓦諭ぐ牝τ二のを覚之ています。それヤこ

れやで満飲澗査部関係のまじめ人々（指導者ブ11二橘棟
†んとも視しくな！1、後で上一毒に朱÷れτてごろ、 その看

書の庁丈を書方・ぐれ仁つしましr（。

た星 その’午に改造がら「本坪所得航訂諭」ヒ・いう本バ

虫ているんで†れ。

高橋 ぼくのですか。宇都磯陸ヒ克ゲ
尺屋 いや、先生です。老作年表から引いア（わけで’す。

ハいれが先生の劾手論文を尺さくし下げつじ’ぺ8い
がヒ思います。何人かの学名の所得に関する定義をあ書
きになラて、それから明らかにマルク又の生産的労！動の

原理がら発生↑る所得諭があって、 それを統計に箱’び㌧フ

け一tこみ丁二いブよ形のものマ“すね。

高橋初めて伺いましTlれ。（笑）困っ仁オよ。

尺屋  1恐ら（それが月月手論文一じゃナ♂いでし参うが。ぐつ

さお’諸ガ表）∫）よし丁二内容のようですね。貝ヵ手詰テ文きその
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いに拡．穴して本にされて二んじ“ピ本いかと思います。

高橋貝カ手のい最初に書いllのは、ごういつIい㍍フ
丁こつτこんです、大内先生に呼ばれに。口頭で、れこ牝の

二とを書さトいといって∴先生かラぐんざんヤブつっ↓すう

れて、狐11書いて持一て二いといわれ1二。た掌／一トに
行乞あけて老いて・キ子フ’ていフ仁。先生ガ原形バ児之†よく一

ナよるほど朱を入れる。 ま↑こ将フて いって書さ直して’、ま

丁二子を入れてもらっ†こんです。それバ葎清学部の稗関誌

に執・τ二。所完倉の席で、尺森羨柿ドんが「佃1ご、こ

れ高ネ高のカ・。穴内先生のかど思っ†ζ」とい。て二。（笑）つ

‡リ、それほど文内先生の千が人フ丁二ものです。それ乏
依一

ｾして、いまあ1片がポしゃつている本にしllので
す力・ね。

一大。艮 文部肩の右外研完艮は／936年がらです桐。

高1衝  てうズ↑。

大牟海外て印象に残・1で1雑言立学剛采の人パ記憶はご
ざい』ますφ・。

高楠 国際杭計学会バあフ†このは、ちようビ払がヨーロ

ッ／＼・ ﾉいる間でいす。・そのヒさはでリン十の了テネー ﾉあ。

†こ。てニベ行さまし丁二。そこで川島統計局長ヒペり〃・ら

同じ・ラ㍉、率τ～Iつτ二の力＼、食青義では一緒卜πフ†こ。戦後は箱

計宇1席の改暮びんかでいさど沖合いする磯倉があり
ましに。

 ・それヵ・ら、私にと。てある意味で忘れられ↑よいのは、
了テ、ネで’宴C又（S．A．R1CC）寸んと合フていること
でて。そのい1ま向二うは餅々llけ家。こっちは1こま
．rlまヨー口・／／ぐにいたから辛＝1三≒いう／ら．1㌧何で．．シ、．？．
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かフ↑こ。 し力・し、セン4†よ一ことをいいます、と、春風秋雨

／！与．、宋末の占領、軍紀対調査部室で・ライ又、高稀の再食

ということにブよりまず。．アテネて“は物価楴一般のフィッ／

ヤー（L．Fis』け）とグ、そハ値の移済学看と古跡見学

のバ又て㌧稀でしτ二・
1二まてこまフラ・スが全本位を離脱し↑・最後の白11’つ仁。

みんなで為替相場の話す～の為智と物偶の話丁～の‘歳稀し仁

克之がパはす。しかし、τ三れげれr三小とい・う二と
は全然覚之てポ〕まセん。

人屋一 ｻの衣の総会がプラ／＼で行われていますが、それ

は先生ご記憶．ございますか。

高稀 知ら†よいで’す。

大屋 森田先生はプラ… の同隊会議い二左、ていら一しゃる

いで’すね。

、高橋ハでしょうね。アテネのとざは、森田・君はい

ヨーロッベに来ていh・屯しれませんね。私バロンドン
の下宿にい丁二ら森田君がやってさて、r箱に依寿をしτこ

1ノダベフ↑二・llしr・のと覚えてい’ますから一

穴屋。 そのころからもう森・田先生とは親交グ病つ†二わけ

ですヵ・。

高衝そうですね。あちらは申し分バい紳士、．こ衛
は野人。それでウマが合うめですね。それバ戦後に復活
しτこので’ ｷ。

大屋 ラタ児玉即先生ハことが盛んに尖てウますけれど毛、

先生け余ザ…・。

高橋交渉1よしで1す。       ・ ’
芦屋 ドイ・ソけ学の統計学者．をいこうお尋ねに†工1

丁こあれは・一一。
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高橋了モン先生の家に／ゴワて、そこへ／・一べ1レラー（白．

Hα』ぴ1己ト）、それかラウイーン学派の／・イエ・ソフ（F．

ポ舳H小）とかモインンユア1レン（o・H・1ザ
出t㈹）〕・一丁t／先生の福↑が茅）1てモーゲ／ン
ユテ1レ／の家に行・仁りし／・ニヒがパ1ま寸。しかし、

特に税訂といゲとで’はないです。帰フてか影菰しよ

う影1て、ウィーンで新ウイーノ学派の理論的、実証
的な本を夏フて自本へ迷っ仁んですヅ、警視庁バヒつτ・
のかどう力＼、 とうとう手元に着力・ず’です。

大屋先生グ向こうヵ・ら送られ↑・本はネ轟岡県警に行フτこ

ままで、先生のあ・予元には入。て1よいんでしょう。

高橋 県警にも行1丁二かどうか。アメリカで七ちょうビ

1レーズ’べ1レトのニューディー1レのころ†どフτこめて’、かな

／1ビつすり本屋貫フて日本へ圭っ†こはず’ですが、九大ま

で着いてなくいτ二“・、わかりまセん。綱から研究

室1こあフτ1本は俊でとりに行って、戻フて衛し↑1けれ
ビ七。

た屋I 留学時代には、耗訂の勉残よリもむしう社倉的は

方面の方方い一一口

高稀  そうで了， 実質は労農水がシ水産ぐれτ二つもリて・’

あ／まレrlがザもういってもい一いと．思うけれどポヨ

ーロッパヘ行く前に大森さんと「武士の誓い」をしてい

†1んで†・外国を見てみか汀いと、い才ボとがいえrよ

い一麦で星動㍗ると汁不便1～・どうセー帰・てさllら
飛び出すん1ごけれビ’ 焉Aネコをが・llて外国1～け1ま見て

州という勿でLいまヒ・遠1プ洋行・1・一生のうち
に二度でざる1よどとは思えまゼんでし↑こがら、トロ・1．
ハ◎ ﾉいる間は’土1けらネ士会士羨・、労働星動とい．う卓．で卸
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いでい仁。て“ ｷか弓、・あヒ’けもう文部省と．た学の手前、

しか≒い工い程度にやるヒいうことで…∴そう思い・†よ

がらも、一方で’は、九穴ぺ辰。丁二ら巻ちついて一生懸ノ1斉

勉琢してやううヒも思っていト。いまもそづて’マハ、二

足（わらじ’を考えていτ二んですね、

た昆bシドンでは、佐藤良一却先生とかハい付と
は石・食いにならなかっτこて’’ ｷか。
高橋デ 矢口らブよいですね。矢口ってるハは、一橋のム田雄三

君です。それから味田敢移、了メリカで都留重人雇。

穴星・九穴φ初期の’ころ雌済学めぜ1す…レは、やっ

ぱ’げ証的なことで↑カ・。・

商楠いですね。国和書で帥いん｛いび、ソ逸の
ブ了1レカ“は亨売めτよいグら、『エコノミスト』’かみフ丁ことす

れば、ああいう雑就τ～ね。

大屋 われわれめころはr葎肴自書Jでし↑・。

高椅よく’就職のいは高橋のぜミに出ているというと
点、数がよがっ仁と学生がいフてい仁。．イデ才ロキ’もの

で†よくて実証的ものをやっていtlということで’↑ね。戦

前は何ヵ・、そういう雑託乞使ってい丁二んで’しょうね。

穴艮 ！つ労年にアメリクヵ・ら帰っ丁こところを横浜で逮荊
すれまし丁こ’ﾋ。それ。以降は終戦まで、績訂とのがかわり

け切れτ（ということに川ますか。

高稀そうで’↑ね。㍑点、は校訂学ガけで†よく全く空自

で寸ね。

 ↑二τご、林采尺されて力＼らは、上ラ毒にあっ↑こ大降新幸艮の嘱

託ヒいう関係で尺隣研究所をつくることにい仁。そこ
てい 咊?ыﾑの賃料ヒいうい11意味で、貴粁的には統計
．の問惣に恥と持ちまし†二．。大内先生が廠閃橋、千く亡
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くllつT1南衰二君、いま元気で’いる寄修た学の西回勲、

白柳夏彰の両君、一名和税一君舳弟子寸んの小野君、毛

うノ人尾崎秀定君のお矛チすん、時局柄ヒソヒ・ノといラ

形でIしrlバ・内実けいにヤつ下いτ1のです。了ダム・

スミ又の『亙徳情操誘』め訳者米林高男君が葎営してい

十・出版社の2階が研航行て’しk。米林君いちラんメン

／ぐ一で、椚島群〔ぐんのお父寸ん丁～っTこ龍六即君バ大降

祈熱の土貢老でもハトんですれ。神的枚世軍のすぐ
そげてぺし…近所のあ・てん屋で昼飯主食べηがらやク谷

つ仁。艀す〃最期‡で乗じ力．・フてこといフマいましτ。。

大屋 戦前に先生は、丁ことえば杉享二一七う亡くブよら

れていますね。

高椅そうていTね。い矢口らないで’すね。

大屋  ノラ4夕年に横浜正雀）館行の嘱託にアよらにて、それか

ら今HQにな入りにけりますれ。．白Hqにぢ入りにプよる
経過ヒいうの一はどういう’…。

両春着一 昭和！2弁の末に口／ド／からアメリカに彦一り支レ

†∴ そのとさに、柴田沢君の稚介でハーバードの都留声

んゲ！日豪雨し、てくれll。非常にな世話に1い†二。体と

仲よしに1よフ†・わけです。

 それ1・ら戦後に1よりまし1二。私は、外国に行フている
間’

ﾉ、各地の横浜正金参艮行の支活で文部省から迷っても

らう全を受け取っていτ・関係で、正全の若い童中と1中よ

しに州まし1こ一木内信胤とか握江薫雄とかいうしいは

の〕中よしにプよってこ。木内さんヒは上海でか七、戦惟痕

らゲ、浪人している私を救うという意味もわって、正金

現行の稚都嘱託にレて1れに．’に・ゼ、外1φから帰ラ
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てくる青年行頁に日本帝伺主義のイデオ、コ．ギ’二て’はηく

て、 日本民主主義の イデオロギーをI注均寸する役之易ぐつτ（

十）けです・社会主義でも結構といグ町勢にナよ1てこんで’’

寸。毎日楽しく動ハていまし仁。

 ある日I、郁留重人さんがアメリカ人とっれて私のとこ

ろへ来τこ。今度占領軍の葎肴科学局に調査徒計郡をつく

ることにナよ1にそけの日本I人側のチー7と． ｵてお‡
   十之を推馬しτ（い、臼分は与の関隊があるからサブという

ことで’や’けこい、と勧めに打二。私は、九穴．にベソフ．す

る話一台まってはいμ思うので↑けれピーも’ A’

bﾗお舌」1．こ六よって了メリカ屋敷乏見てヤろうと喜び層んで、．占

領軍に人フTこ。郁留ぐんと一箱にです’ね、 それグ占領軍

に入るざっ～すですね。

大屋 今HQ内部〇二と、 あるいは今HQと稼言立とのか

かい、日本政府と続訂とのかかわり、jそこらあTこ1）は

ある程度は阿日本徒訂弗1j良再吏史』（日本統計研究所

1？63年）の中に岩でさますけ札とも、裏話みτこいブ〃）は

～・ブよかわ川ませんし、この碍剣二先生バ思い土寸れ
るまよ、でさる†～け詳しくお、伺いして帥†こいと思いま
す。

高橋 葎肴針学局の耗計調査部に行っ†こ一とさに、日本人

を採椚するのが私。青イ壬一みτ二いでして二。私はどんどん欠

幻／テりを採用し仁。それから、私が人フて．い11部は、

近藤廉野君が剛糸してい11裳菜園保の方は除いて、あと

は労働カ調査、CF”切査、それから国勢詞・査剛系の
ク夏目に関するニヒは〃分かんナ8やフ．てい↑二んじヤ†よいで

しハカ・。

llぐド．ラ．い州禾があフ下、それぞれの係ガ．、労紬
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名、通産省、日本銀行、いろん江ところの人乞叫んでは、

それぞれ八分野での調査方1亥一ヤ枇訂責．科ナより耗訂俄棒の

整備ということをヤブていrこ。占領軍の連中は日本側と

棲微して摘専といいますか、日本の卒惰を的確に†巴牲し

一いヒし†二。こ、れは私の発明カ・ビうヵ・困るんtごけれビも、

占領軍は耗言†をポて日本を支配しようという方針1～フ

τこ。われ。われは長く日卒にはい体い。了メリカ軍バ・徹正

し1二役て日本の社会、樟肴、政治状花バどう†よるかを一

目瞭珠手目星するには、信頼に足る流言†調査機構バでさて

いることが必要。その箱果を見ていれば逸くにいてもわ

がるよう．にと、そういう方針乏と領軍は耗訂については

持ラてい↑二んじゃナェいか。

 それは和。の立す易からいつて七、臼本をネ士会士羨にする

1こせ工、何にセよ、客観的なデーgが客観的に集まるよ

一うτよ機構をつくるニヒゲメ亭τご。それに協力するのはケ

ーしも耳心すべごことで町よい。向二うの魂胆は日本とタ配

．するτ二あ力・七しれすよいけれビも、 それに協力する二と1ま、

私からい之・ば、私の目的に七／00弘亙ずる。ラ店とか後

ケめ†ニカよど感げませんで’し†・。それもご出あ・目パ・

め。（笑）

 戦手直後は旧敵自軍隊の指令て’’、しがいの「傭兵」
として動く’ ﾆ一 ｢うのは、日本魂に’反するんし’÷†よ’いけ、れ

ビ毛、まL’ 焉D ﾈI Cンアリとし’て恥ずかしいという空気が
一がなりあつに。都留秀も、自／かが手一フにすよれしぜいいの

’卜、私のとこうへ未て「后ま之バ行く†よら才レもηく」

ナよんヒいうようすよ、私を隠れみのというんで’寸か、高橋

，ヵく行くから行くというんてい寸。こ7ちはちっヒもそんな

．ことは†よ」いので、堂くと行ミ。…で・。い・し．、私す二ち．のと．こ
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うで労働組合が生ま札、仁。’Iпf ﾍけに加入，し仁かどうか
覚之ていませんが、郁留君は季貢良一つ・副ろ・やつてい†こん

では†よいでしいカ・。程耗研のメンバイ安藤次郎君は

某産党良か擬似党員1こつll」即・までバ、それでもし㌣

おしゃあピ綿していまし1二。組合役員としてφ・1．党閏

イ禾のことかでパージ寸れf二んですね。 レかし、牙ムは全く

矢口ら1よグっτ二。毛っと七二のご引けケてます．から住し

いですバ。表ざすこにし仁つ尺駐ぎを起こしては安・藤君の

tlめにl！いいとれて、都留君がいい表味て政治的に

解ラ走じず（のがもしれまセんね。私七、カウ／ター・イン

チllジ．エン又・コー1レ（C工C）に「勾引J守れまし†こ。

Fおま之は夫産党員†ご。占領軍の賃料㍑ビを日本位リベ持

っていっているだろう」IL、まる1日あ、ザ衛しぽられ
まし仁。穴内兵衛一派に占領軍は目をつけてい†こヒいう

うわぐ七あ1）ましすこから、てのせいがもしれ。まヤんね。

 それ．から、ニュー・デ’イー1レのヒさめインアりで’、圭歩

的な人々も来ていkんで一1一は。ですカ＼ら、司・合邦の中で

け私はちっとも不愉快†よ思いはしてい†よがって二んです。

 話べあザ引こすハて恐稿τ～けれども、てんγよ状況て
いτニヒさ、一 宴C入すんが釆†二んでマ。来る前に占領軍の

人仁ちバ、今良夫るド7ター ・ライスけ、ワ／・才ブ・

サム、楕打リの人間ド、すご’い偉い人が来るので～という

ので、みい粛然として飲虹いいます．1＼鮒の準備
をヤっていて1らしいで寸。・

 そ牝て’、ライスぐんが来て何か公議の席でのことです。

私．はデーブ1レ6わさにい仁らしい。克明で律義1よライス

さんはTアーネのヒさの写真を狩。てぐていて（んですオサ

後でライ又さんに・いわゼると、その水場に〉。一フすこらおま
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25089

えグい1・。I ﾑつ／！ジし仁。わま之の、鮎まともに見られ

～・フす・。丁テネでは同僚としてポ．ていト。一合陵来て

み1こら、敗戦国の学れレて戦勝目のところで佃とはん

でいるのかと思フて、顔を見らいよクフ仁。しかし、お

まえはちっともそういう顔をしていすよい。しゃあしゃあ
＝』やっているωて．、オレの方かび1フ〈りし江といってま

しに。「いや、あすよて二の方が戦勝国丙のコンブレッフスに

まいっていにのてべしょう。こブち1まそんナよコンブ．レック

入をキ子、てい†よい人ノです」といフてヤブ！ノまし丁（。ライス

㍍ハゲ1一 ﾌい人に／中よくしていい1一しTl・で、フ

ン・才ブ・仏ク・ら同．僚柊い証まして、高橋稗も，俄
然上がラk。 いい気ノかでし†二。（実1）

 それから、 これは森田君にも話してこんだけれども、日

本イ列との折修了のとウは、私がライスでんにくっついて歩

’いでい丁（んじゃないかな。それで占領軍事務所に帰って

寸でから、「アメ’市1帰ると忙しいカ・ら、幸艮告書は日本一

にいるうらに青く。日本側に土す前にあ・ま之に見セて、

ぢま之がオーケーしナ8い報告書は書〃＼ないからJ という一

こヒにオ川ましT・。私が一応・目立並したヒいいは才一

’ぐ一でTけれども、目ち五しr（上で恨はタイプにIレて、

未定着弓として司令部にも、一目本側．にも左し仁。 その上で

成案にしτ二んビやア8いφ・。そんプよことはドボも矢口らηい

」思’ﾁていたら、俵ていわ中る左派の人々から、「高稀は
日本の一H計制度を植民地徒許制度にしに」ヒいう批判パ
㌧ありまし1二。そうも見られるかもしれないオけ思1丁二こ

ともあります。

 それヵ・ら、消費者物価循荻をやっているピうて“、い
」弓1�v戸8．項匂ごとのウ’ユートを．どうするかという二とにな
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一’

撃戟Bそザろザと・ですIl・ら、いい2資料、州い。保つ

の人が「あ・まえの改治的判断に／壬ゼ・る・という。食樗は

何〆、住宅は何列、衣料は何／と、それで／00川11よ1

↑1らいい、そういうイン手さ七やりましてこ。

 それから、国勢澗査がな、ご掃んに対して「あ†河1は

何遍結婚’しトが。という項目乏入れるという。そんなべ
㌧ばつ†よ質問として二ら 二の調査1全序がダメにプよIる・ 日本

人、本いいうことをいバのじゃな一いと思フて．いる。そ

ういって占領軍と（†んかして二。しばらくは占嫡軍もそう

†ごといフ・ていτ1のに、’ ?�､バ巻ご玉し呈しに。調査案
に後でコ“ム印グ才甲して才）る。τこしかそ～頁．目†ご1て二と．．艮・

1・麦寸。ご’婦人の子供め数か稿婚の敏か、。そん㍍調査宋

カ／あつllこと舳ります一。了ハクではザげ11婦人〆、

これ柿欠です、といって現在の夫に稲灯を。日本は
麦寸違的1三ね、といわれ麦しk。矢でも老．でも、外土、ハと

さ、「どこヘマ。と閉かアよいのバエ手ケ・ソトだヒ放わりま

しτ二一。私tからがって勿二とかもしれ．までん。

 私は、占領軍の人々を対象にセンサスけっTlんで．は

ナよいですグ、結婚回数が椴紋ヒいう人グ〃グ1τ・でて。

これは、高野先生から枚わフ仁んですグ、日本でも明治
の二一 ?Dは離婚1ぐ非常にタグっllのでひ一れで、外国
の・人は、それと詩駅箱婚（Pト・ト・わ・i用・・）とい1てい一

る1ヒいうお・話でして二。そうい之は田舎では稿婚回叙は

あま1）気にしい・っTlんじピ求いでしハ1㌧私榊才承
制寡財産相続剃ヒいうこヒで㌧時は一走一’婦例、トモ白

装までというイァ“才ロキ！ベタ酉乙’する。責本主義の全癒亥

的．危桟：とともに「ありし・よさ時代」に回帰マるので“ Dし

よつカ＼一。
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 肩のここフナよい集まりで、欠グ孝之咳るめと、妻バ天と

破るのと、絞言†調査の稿采はく男性の．答えは「もちうん、

妻バ大を破るのが〃いよ。という立辛でして二。

 二ん†にともいっていい．んですか。日本は耗言†師には

低開発国扱いけしていtこんでしようか。産業、職業、商

品の国際的裸率ケ類制て7いマ毛いみいろ巧集ヲいべ巧
つましでて。

商品・か類について偉い専門家。7ジラバ虫て汁。・そ

の人は、いヒも簡単に「月ヒ将門」に入れてしまつll。こ

い、〆・い。日本国民の主要ブニん臼重刷～とい，丁こ

ら、その人、薇色†8し！「申しわけありません・と平身

低頭でして・。占領軍岬には、「クジーラも食べるよ・とい

っている人七いましτ（カベ。

 お笑いをbう／フ。（笑）ナプヤ／というのバ出てさよ

一しに柿は日本例の番。い！七簡単ピ俵卓刷・に入
れようとしま一しrこ。しこラグ、た主い。旧弊なご婦人の

前で1まい之ナ8いんで’すバ、「貴重昂・で’し仁。男仕の、忠席

者はソー／」しましτ（。 30年青のことで’すね。

・それから、て一ケ・ソトバスケッ←のい七いるい弓な
ご ヒがあフ て、 一体どういう、〕・ラ 1二する勿だ とい一う議論一

がありまし1二。あとは住者荊査で七何〃・あ一 ﾂましk。何
のとさτごフ†こヵ＼覚えてませんが、ごんげ二と六あ1）・まし

τ二。ウエートIとしてイ寸如イ面値（レα1いeddeJ）Iをヒ’るとい

う話．に†よフ仁。私には「初’ ｨ一だ・てこんで†。それは、

マ1レク又経済学のσ†．γ十～・と肌一との計に打1る。

あτよτ二方も右8か何ヵ・話せ4、ヒいって笑，†。ことがあり

ます、アタいム・スミス’のr、国富諭』の冒頭から来ている

，んですよ．ヒい11いろ人いr。ま’し㌧
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た屋昭和21年の3月仁人’口動態統計の整、備に閃する要

請ヒいう”ハ白H Qヵ・ら来ま†ね。 Iその†（めト、考走未季充

討幻バやっていて1人口動態統計を厚生省所管に秒すとい

うニヒガ土てくるわけですけれども、そ二らあτこり〆い
．ざ丁つは占領軍内卸で’け一∴・・。

南橋厚生省はいっでポ・かしら。内務省が解体守札で、

そして厚生省の人口調査、あれは．一とお顔はよく覚之

ているん丁どけれど。小柄↑｛Iバ非帯に活動的け人がいまし

丁こね。社会学畑の人じ’へげフτこか1よ。

六屋んP動態耗訂とそれカ・ら農林績計、この2っドげ
力く紀言†懇談会バ行われ。ている途中で占壊軍ヵ・ら宴請バ未

るんですね。それで’’穴内委員公い．1われる績言す例唐改善

に関する委員会、それ〆答申されるとさには、人口動態

徒訂と農林細作物調査、そういう面バ非常に障害にな
1ているいに思いますし一、それが9不、誓制・思われる

のけ、ライ又ミッジョンーも人口動態統言†と作物耗訂に関

しです～けは余リ立ち入ってないんていすね。それはど’うい

ういさ市っグ、そ二ら8，rこ1〔よわかりまセんか。天然賃

稼局あ丁こりの権力が物すごく弦がハニというよ一ゲドと
1まブざいません〃・。一

商橋天然貢稗局ザ｝開いてはいますけれど毛、天
然．資源局と私がいτ1経榊学局い対立とカ・摩擦という

．ようはことはちっヒ毛わグら†よかフτこですれ。1

森公式の末書ブよど見ますと、厚生省1こ人口動態秩訂カマ

移管下れる場合には、回隊白押勧告バあって一いまで
七いビさ、国産↑よどがこういうこヒをヤ1ていますけれ
ど七、人1⊃重力態について、Iいままでは非常に殉率戸よ調査

、亭、や．1ていにのバ・疋因とグそ乃他かげ’ノ綱かな調査ま
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でヤるいにということ～）つて、それ雌う危にブよフ

て蔵引に厚生省が徒訂杓がら取ってい7て・とい’うよ㍑
ことと書いてあ／れ涜一ん1ごことがそ．るのですけれど毛、

そういう因隊師は動くといづ七のが、日本の戦後の統計
再速．の場合に・ある力・亨・わりをしτこんし’やすよいかけとい

う列がしますげれビも、そ．のあ仁つザー一。

高橋全然わから†よいで↑ね。九尺の医学却水島寸ん

グ、私のいるユ晴にいに二とは矢口ってますバ。

大屋 水島寸んはまτごゴ存命でしょづか。一

向柄 伎グ労働ウ調査オよんづ・一生懸命ヤ・ていτこんヒャ

ないかナよ。彼はどういう関係で占領軍に来τこ介汐・。占領

引こ来ていτ・学者ヒいうのは、水島寸ん、それ力・ら青は

工LOのべ1レンの辛務局にいτ二人で、早稲田から来てい

て二人、もう亡く州ましτ・けれども、そ（人も列な却屋

にいましτこし、それヵ・ら都留ぐんはすくい安定本静へげフ

ちピ江カ＼ら一一一一。

末屋 先生が九尺のぜミで、戎野義光さんめ本をテキス

トに、帥経済計算み1二いな演習をち・やりにい圭しrl

ヵ、、あの浅野市んは占領軍と特別に関係はなかフτこです
カ＼。

1楴浅附んは、穴蔵眉剛糸の流計のこ←でよく来ま
しτ二。 そ札てよく知っていることにすよるわけで一すね。そ

ういう閃條で浅野、そI黷ｩ’ 逑坙{銀行の’ﾕ訂耕査剛禾の
人、それがら各省め人グ来ていて、そんはハて’’通一訳t～の

ネ目半乏し汀がらそばにいr二ことがあリますね。

 剛をいうと、標本読1査一ヒいうので、デ’ミンク（W．百’．

                 、ρ・同i・1）が来て・ポピュレーシ1ン（P・｛ti川とい
、うIのバ公てくるん、て“↑。．母・集．団ヒい江とを矢口いいハ
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ら、何ドビ思って……。そういうニヒもあllましτ二。デ
ミングが来て一、二森田君も来ていt（かけ。森白君ひとから

枚えてもらって、それで’．τ三Iんτ三んあ方）いう．ことにηるん

㍑いゲとを覚．之1・ことが川ます。   、．

坂元 ㍑いは日本に母集団」いう言葉はあフτ1んで
しょうがり

高橋 知ら†よいでT。九穴の丸1リ敏男†んは矢D一フていた

がもね。私の講義のとぐ、箕、絵隣吋講師（笑）ヒして標

本調査諭ナ三の、むずかしいところは九・けんにゃフても

らlrこりし1こ／。で一す。高等学核が同じ’1三という二とも形

1て心やすくしてい111～い1・もんて’’すグら。’枚挙をよく

わかうないで叙六’左琢リ日す人クドる、あ1年τ～（らヒは

お’っしゃいタかワ†・です一バ、生兵法にげら†ポいようにと

私を戒一めていましτ二。いよで’も何かのとごにけ北1リざん

・のところに駆け込いと思ってい’ます。このヒヤリ／グ

の噛寸んもこれカ・らあてトしま柱。（笑）

森 諸カベケし外れるヵ・もしれまゼんけれども、高橋先生

カく程秩け1・中に、．す二と芝ば白HQの中て’’のいろんな政

治的妖派閥という、〕、う†よもの、フまりニューディールた

派とそれ以外の村立とカ＼、あるいは釘HQ例ある／腎とア

メ1け李国との意〃喰い笠いとい1七州杭打蝸に
あらわれてさ．Tlいザとはご記憶ゴざいま寸か。
向稀ア そづいう作常に具体的はこヒはとてもわか．らすぶが

っ1二ですけれども、彩、が・CエCグら呼ばれて行く」と何一

二とです。、1・τごんはシーフでも秘書でも自由に使えるし、

社倉主義宣イ亥の・て二めに自由勝手に歩さ回っ てい仁んです。

そのC工Cの人が来て、「みまえをこれから才勾引する、一

桶に来い」というんです。すぐフいていってもいいんで・
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すグ、「いや、上の人の許可バア～いと出られすよい」ヒいフ

丁こら、天体械み丁（いけわのを兄セてくれ仁θ邦I辰のと二

ろへけラて、「二ういうのが来†こ勿・ら行く’んt～」といっ†二

ら、「それ1まあ†よ↑二・の問題じゃ†よいよ。われわ札の［喉皇．τご

よ」 つまり、杉。がいr二律清調査局が全体としてニューデ

ィー1レ派だっτこんでTれ。です力・ら、ほカ・のセフショノ

から見ると、あそこけどうも「赤い・というか、左翼1ぞ
と思わ札でいて、イ士辛を余り中ら亡ないという、3・うナよご

とバ汐）フ てこヵ・も し れま 七人／。孝久は雇夏問 と し1 うの か1属詞己と

いうのク・、決まフH士専グ汀いんです。イ中よしにけイ・

．入てバ家に呼んでくれτ・り、少し左翼かか。τ・雑流など

乏矢口らぬ顔で私の机”上に置いでいフ↑ニリしましに。警

康備隊のニヒ圭跳軍（小パ岬）と書！1ているの
毛涜みまし丁二。

森全部バそれに詠当するかどうφ・わが1）まセんけれど

も、τことえぽ戦後勿就訂再迎のそれでれの！こま！二ま

ハ中でフじつまの冶＼わ†よいことヒいいよ了勿・、オよかテ8か

説明のフさに／いようザとが操り退し出てく、ることバ

あるわけですね。それがどう毛々H徴内部て“の、あるい
iま七ヒも．とは国内でのえ寸立狐太てごて’いるんいヤーブよいか

という一一…。

南橋 ㍑杉い・1よるかどづヵ・わか1）まヤんべ・耗計黍ゑ

ノ会がでさて、私はその季貢で一し仁。赫計委夏会のいわば

スタ．一トから関係しているのです。 あれはノ年bv全期テよ

んですゲ、毎年更新しているんです。ある年1こオよ・仁ら、

孝ムの更新はダメブということドナよプ江。

 それで大内先生が、「高楠乞委艮にし汀いよう1よ委鼻倉

1ハヤ」めちけ二う1’→ヒいう、こ．と辛私㌧う、峠．。、ワニ年．一ど
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七・「私／人が列1ムハは何てい／㌧統巾、j皮をよい

る二とが尺セ刀†三からJヒいって二二ヒもありま寸。そうい

㍉二とを見ると、私を／尺ねらい撃引こする一心事ポよい

ので、、調査耗前部がにらまれていflのかわしれ1ハ㌧．

  そめころ、高橋は占令蔓．軍の中にいて、占令真正史菜を目ヰ

側がヰり’にくいようにしているというデマが’飛んで・いる

という話も開い†こことがあります．私は政策に関するよ

うすよえらい二とに関係していすよいカ＼ら、「とんでもありま

せん」といフ↑二二とバあ’はマ。平野カ三という震株た
臣が育に†よる勿・／可ヵ・の一問愚て’歳論し1・こヒがパはすグ1。

私はそめ俊麻た訂香貢倉がある．．ヒ、それまでIl（日本側乃

黍貢 として血てい丁こんで一すバ、 そ の．住は占．冷夏草イで表 とし

て一番／幸いところt1座る1二とに1い仁。日本例の委員k

ナよ牝ない†よら、わが方のイヤ表ということで公席し仁らい

い・というのバ耗計企画坪の意中ごlllんでて。！フの

レジ又9／ス！その坦I 墲h一句力・あつ↑二のか七しれまセん。

（笑）

大星先生は23年まで’耗計黍受倉委艮で↑れ。23今ハ12

月蝿～か季夏名簿ヵ・らは名前う喋ちていますね。当

初は穴内、並蕗、右1等、中ム、森田、美濃却、それか÷

岡崎、正木、それと末生丁～って・わけで寸一けれども、その

中で’23・年パ2目・門以降は先生の房前τこけが祭ちている

わけでマね。

坂元それ帥かよくわかいいけれど毛、どうしてで’
↑カ＼。

高橋吉田茂が、高橋はわれ．われを困らセるよづ．プよ策課

をしてけしからぬというので、という二とす～1τ1ていすけ
二打．ギ」．や．．二ね？、！かし・書町ん1育そんfよことを気にするよ

               40

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



う†よ小丁い人ではないと思うんで’T。尺内先生も、六ミ

＜取1）上げるはど州題で毛打いし、高郁三け消せばい

いと思って問題にし†よがフTlんでしょうね。もっとも「一

戦してもいいよ」 ヒ穴内一先・生はいフてはくれましTこべ一

…・
B丁これが吉田すんの下の政治顧問み丁二い†よ人の進言↑ご

という話もゐりましτ二けれども。

根元 高稀先生は、書1ヨ首相とはイ町か一一…。

高橋 吉田氏とは、向こっぱ覚えてナ8いでしょうが、ロ

ンドンで、大使τ～っτ二役のところへ遊びに行って、一波つ・

らいい話を間いているんです。みま之は若いからわがら

ナよいヵ・七しれ†よいけれども・、日本1まどんなにがんばって

も、了メリカやイキりスが勘弁してくれる程虐にしか猪

辰でさ†よい。それを知フていて彼らを利用することを考

えるべさである。彼らに対抗して中国問題を処理しょラ

帆て穴でれr・二とを中・丁二ら、日本は没落する。降着

軍の追中が上海事変ナよどを起こしてヤラているけれども、

二伸手亡いけば日本はダメになりますねとい1てまし
γ二。ちヤんと見盈して話をしてましτ二。目ネを第一人杯、

中国を第二人称で’呼び、そして、英米そめ他を第三人称

扱い一して．第三国と呼、サハがその二うはヤっτ二のですが、

英米と協同で中国問愚を処理すべくτ～といづのです。

 戦後1二汀，て、肩津氏グ、壱李（葎済安定毒都）長官

に綴セられ↑二はに、肩津氏が、「商循が1出、る†エ9出ても

いい」どいつ仁。それで、吉田さんにも食って、「一体あ

ナよτ1はわれわれをどづ／吏うっいげJと首相官民戸て“謙誇

し↑こ。そのと・さはまブ枢密院があフ↑二んですかね、枢塞

晩での宇李諌置関イ乗の議寺1錬なんかも 見tて（ナし・まし†二。

布．薄も私七日柱いき．llつ年．会辛．乗にするゾ．．と岬各一
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てい†よい。しかし・政府や与力の人々は有率バ出てさ丁・

フて／可む†らセτよいといフているし÷†よいで寸か、と松

カベいれ、吉田は「和、バあな仁方に7り一／・ンドを視力

るん↑ごカ’ら、そんな心配は無旧です」というんです。木

内、有滞、私て1し↑1が、．右岸、私でし1・が、占領軍パ～

れかにも会いまし1二。．占領軍も栴浮を推していllもんで’

すグら。占領．責をまけてくれるか、てれに相当する孫助

をくれる二とを孝前に書面で約束してくれるなら、公て

い・い、とちゃちなことをいフ↑こ5）しまし1小、稿局有

洋安本長官は束呪しlll・っ仁。舳に／コlllら、「学希，

てめんどう（ぐ．．いで㌧いよJの一言。「戦子で’は貧けτ二休、

外交では勝。て片せる。と豪語して．いてこ吉田に・して付し

は、自分の憂国の志がわ’力・らないのか、ヒ歯ヵぐゆか・てこ

のでしょうね。ゾ繍、小方の負け’ ﾅすれ。

 それから、これは宇本間趨ザ起二る前からハニピ（べず
が、束綱、脇才寸、 有浮、仏マのイ色で、 言困さんが外務尺

臣ザう、いかにして賠償を少すよ＜しハがといラ研究

会乏やつ†（リして、吉田ぐんがとさどさ来てダベつてい
ましτ二。

 そういうこと6あつますので、個人卿に．私が徒ηごウ

げんを復しているといラニとはないはずです。たがが知
札†1耗訂季夏倉の委員から高橋幸券とすようすよ嘩効を1～

れがし†・のがわがらないですね。B本取府が独断で・そん

1にと．をヤるはず・8いですから、結局、占領軍内部の問

題ですね戸 ぐさにいいましプ（が．私がC工Cにっれてい

かれるヒさに、おまえザとで一はない、われわれ内部の

こと㍑却未がい・ていf・こヒマ’州師すると、私が共
産党艮であることがわがラτ二り、あるいは佃か占領軍の
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噴粁で’も持ち土して（ニヒがわヵ・れば、仏を使、ていて（人

々の重任腿にパは可から、ハいうこヒわあっ仁勿
ヵ・もしれまセ！）ね。

 昼呼ばれて、 夕方一まであ、ゴらをしぽられ、家へ帰っ仁。

ンたの尊月早・く ま1」（ジ’一7。がj且之に来仁。 軍は どこの国も1司

じ†三がら、どう打るかわかシぬけ札いといって虫頭し

τ二ら、澗べ†二人が揮手乏求幻て、「おまえは完全にシ削～。

ごグはた釈し仁」ということにいましτ・。私が共産
兜丁～というデマがいろいろな←ごろでu飛んで～’）していユ

市し、占領軍の中のニューディー1レ派ヒそうでナよい．者と

のけ．んがグ茅）つて＝のがも しれまゼんね。

 いい之ば、こん†にと力ベポ）まし仁。私の上に課長
というのか係長というの力・3人ヵ・手人いまし仁。まTご朝

鮮戦・争にはけってい何かっ六二んですバ、マ・ソカーシー旋

民のころで’しょうか。みτよ、いさ†より本国帰二星命令が土

†こんです。布雫決定までは無罪ヒして捉え、というのバ
、と領軍の日本側に牧之てい†（方針†～っτ二と思うんでてべ．

この人々は命令と同時に待遇停止ぢんでTね。私わ誤解

ではない力・といまで’も陪フているんですバ。みんな明朗

でいい人々†ごフて・でマが、一夜にして青菜に塩一。妻子も

ある人々、気め毒で見ていられながっすこです。私など乏

使フてい†二ごとにも原因があろんじゃないが、ヒ間いで（

ら、けもあるにはあるバ、とい・フてよしτ二。戦前、反

戦星動をやつて↑二んで、という人句いまし仁。建国200

年深のヒさ、再会し†こ人ねあηま↑バ、国務省々・どこか

パぎ庁の労相役蔓に打ってまし仁。

坂元 そのころ、季充訂をっくるというこビはそんばに重

零すよ問題1こつ1・わけでし1つが1
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高橋いですね。丁メザカからいうと、、ハにもいい
よし11が、「耗計ともって吋を監視マろ一という考え方
ゲあっτ二。占領はどうせ長くはナよい。占領後の白本が軍

令尺国に∫よるかどうが、統計を見ればわかる。あるいは

それがわかるような税訂情諌けしてくれろ鮒制度が
望ましいと／’・う二とがパτ二と，堅います田口苓例につい

ていうと、戦争中がら統計情報バ会くプよかフ†二二あフて

も信同でご†正カ＼っ丁こ。それで財界の．人々は統計弗Ij段バ整

榊れ、／言回できる／i肴報を望んでい仁んで．は1よいでしょ

い・。いフポよがら総粛賞戊、各論艮村のさらいはポ／

よすグ。それから革新側は、社倉主義とヵ・国有国営ヒか

計画紅れ考えもじ、主張もして弐して二から、そいる
とハしても徒訂重初、と」い・うことにいllめで1まないで

しょうカ・。 そニヘー徒訂好くの了メリカバ乗！1込んでさ†（

ということもあつて二。績訂卦といいま子か、稿計ブーム

みτ二い†よも、のグ、本当に根ブいτ・がビ・うかは別として、一

ザ川あフ†二といっていいと思いますり各創1歳計．主管
局バ生まれ丁このもその流れですね、

大屋一 ξHQ内ではどのセフンヨンが稼：言†に亥寸しては一

番一やっぱ1）先生の季杢済調査句ですカ・。

高橋守あ、葎希科学卵中のあれで’し1一 ､ね。

 それカ＼ら、これも全く思い土†ごけれギもぺその二ろは

盈庫増は～・フ仁と思うん1～けれど毛、占峨軍からモー
ターの生一産状’泥と報告しろといっ丁こら、 ／年か千手か知・

らぬけれども、モー9一の台・一枚乞弗省し†二のです。占領

軍は、われわれを一体何†～と思。ていろんド、モー9’一

の生産南を台数で報告すろやっぺあろか、河馬ウかわグ

ら汀い。い」いうふうにカノカンに起って、ビこの役所
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を呼ひつけ丁二か矢口ら†よいけれど毛、お・まえめaの看売言†と

いう川にれで済一いク・と、そういグい†よ書庫1」もあり

まし↑1ね。／可い・も隊拒時代1｛から。

穴屋 それで’は、午後は、日本耗訂研・究所のこととか、

税1す制度改善委員倉ザととか、九穴で雌訂掌靴・
これはばく†よんグが開いているわけですバ、それヵ・ら紀

訂彦のニヒ、いいゲけます・お伺いし†こいと思いま
す。

大屋  ちょ うどξHαのところまで話が住んであります

ので、まτ1とこうどこうで．思い灯れ一るいに、白HQ

の話をしていτ二τごくことにしまして、日本紀訂研究所と

いうのが、日本の統計制度の再追にいろいろてよ役割りと

演レているわけて’’すし、森田先生の本では、日本稼計学

加昇珪に竹串にいい役割リを演し’丁二。一日本絞計研

究所のことについて（丈、森田先生の．思い出の1中に七、 あ

るい／玄その他関テ末の方の諌話の中に毛左てくると思いま

すガ、亨乙雀栗に工りますヒ、 先生はそのとラキ務理身一とい

うニヒで’、一番中心6γよ存在でごフ仁ように書かれていま

すので、吋つ裏話を冷めて何でもしていτ（Tここ†こい。

高橋仏舎の第二商守学校の同根生に、文孝三千三と面
．釆基一というのがいまし㌧学生時代から狩に親交一しい

うほどで’はありませんでしτ（が、ち・互いに僧がらす’思っ

てい丁二間柄下ごってこんです。戦後、仏バ横浜正倉旅行（い

ま（東京銀行）の稀ミ艮てい↑二とさ、2人がやってさて1戦

役1言触†バー番尺争18時代に†よる。お・まえはいま浮浪人

だ。3人で歳計研究所をフくラヲレヤ灯いか」ヒいうん
．です。．、
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た浮帥、束K医学部バ青の穴1号阿とダという／幸い
先生の．亀子で、戦前工BHのエージェン←τ三フTこめて’す。

いいう立袴もある。それから渋沢紋三バ、ぼく丁二手3
人の二高の先輩で七歩）る。カネJま渋沢に尤†てよう。す’

い、ザん無神ネ至†よ話・ですグ、追放すれてわびイ主まいだっ仁

渋沢†んのとこうへ3人で押しかけτこん・です。「し’や、で

ろうじ’パよいが■ということで、だれを担＜いか．ヒいラこ

とにすよ1に。当悉ヒいっては悪いけれど七、大内兵衛先

生を担ごう一という二とで’スタートしτ1のグ、日本税訂研

究所であります。

 大内所長、高椅専務哩尋でし†・。、瞭何台に専務所を千手．

ちましr二。㌧時け40人ぐらい職員がいたと、堅います。と
ころがぼくらの方は、っ’去り季歪営者の方は、 日本の茅走訂

弗リ度、碗訂資料を整備して・いという。ビニろバ職員請君

は、大内にちがやるん1こがら、表巾はそうがもしれな
いバ、日本貴本主義のマ1レ7又主義1フ研究所て三と思い込

んで’い丁・。初めから意思が合わすよかっ∫こんでマわ。

 卓矛秀理事丙橋・は、雇い主として大いに労働規律と；敬重

にして住寺を刊ゼようとする。向二いんは、マルク
ス主義者τ二ちバ集まって、いるくセ1に、二んび二とばかリ

やっているのφ・．とい稚気。自然、に待遇もよくすぶクフτこ

のて“しょうね。

 えトライキに1川ましτ二。一御茶の水、駅ピ’た内・高橋

椎1」」というい†よビラバ張。られτこ。「天下国家を稀ず’る

先生方τごが、研究所1運営でざ†よいのか・と、新聞な

ビで大分ひやか†れまし†（。 しかし、こっちはへ二τこれ

ナよいて∵葎営権乞剛ヵ・ざし、どんどん吟つ端ヵ・けに

し仁．んで．†一めとμ薯士．llゲ㍑猿み，μより1ば
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ナ5人物1：体！1ましト。’々彩を脊げるとおもしろいんで

ぴ、そ一札は割愛しましょう．けんか盟．さて州とかで、

そ川麦は片ん↑よと1中よしいナよっているんです。

 そのうちに一財取的ピンれいづ二とも．あザ研究所の

1哩卒にちが、はとんと1全部耗計黍艮会の委艮に～τ1と

いう二ともあって、ちょうどが1こうがフい↑こわけです。

ゼてい研屯所本来吋、亭は穴さく二そナよれ小ぐU帥ら

llい。渋禾すんからお’金をいつているという剛采．もあ

つ、改組ヒいう二とにプよりましτ二。有浮くんの尼くんの

射んが白水紺研屯所の所長1・理専長一にl！つてく1こく

、τ二。こうして．τこんτ～ん法政文学のナベ秒るようにアよっ

アニんです。

 い†1てい1毛11している間に政府の側に歳計制度、
耗訂桟橋、統計調査を改善しようという空気ヵぐ弦くフェっ

てこんで↑。政府のオかう大内、有浮氏に樺一触があラ†二。

占領軍から政府に対する示唆毛あフ1こ。私1衛ザろは、I

すでに占領軍の徒希科学杓の嘱託にナ8フていましτ1がら、

ちょうど日本統計研究所は、いわば徒訂制度、耗訂稗構
の整備㌧いう点、では、本来の役割！1を果τこしτニニとにもな

るわけです。そういう面では就訂香員会に収飲し↑（とい

い麦すカ＼収まってしまっすことい之ると思いま寸。

 統計黍貢公のことが虫でさ†・ので2つの二とをいフて

パllく1川まし1二。／フは、しゃ牝。ブニしカ・委員舳

第！回食合のとさ、ライ又け舳席し仁、大内香員長
が、いま日本はライ又を何よりも大切にして’いるが、も

フと六ヤηなライ又パ7メりカがらヤって5仁。こんτよう

れしいことはll．い・と歓迎の辞を述ベトこば．す。

 いhは、・「公魚バ主ですゲ、仏パ私孝・．として
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は、美濃却君が3夜も私の末恩人で巧る二．とです、第1

は、東大助手を首になリグけ仁・私が九六助教授に打つ†（

ときωゴ恩。第2は、、稼訂孝員会卒務局禾と引さ受けて

くれτ・ご恩。それま、でのい汀っカ＼らいフて、孝置倉グ

成立下札は、穴内先生は香具長、私が乎務局禾ヒいうの

はいわば既成の専定。大内先生もそう思い込んでいτ（。

私が「イヤです。とい1仁。めっす二に怒ら†よい先生もこ
めとウは大変†よ袴りよう。’ lをユ階1こ上げて5ノ・いて・・ン
コい

�謔ﾁ去るのか。私は大煩悶。専務局表は行政府の、

ともグくも辰。社倉主義宣仁はでれい。まτ二、すべぐ

で’林い。剛京そういう地住にはつかηいヒい．う誓いを立

てている。τ三から、ピらのが私の理由。．公私とい穴

恩人。それに人間的親し’み七いτこだいている先生である。

忠†よらんピすれば孝寸よらずソ1柄に1エく、私は弱りη・て

いtこ。先生との9いソマリは続く。 そニベ、全く偶妹に美

壊御君バあらわれτこのである。ざれいτよ秘青と車がつく。

仕事け外がら手伝う。心配無用。これ．てい、美濃弁専務局

長公現。ホッとし1・どころで’いよかつ↑二。（第3け、松バ

迷げられないでいに都知辛候締にすよ、て／れllゴ恩）。

 これで、申し上げ狂い二とが希片まし1二。

 あれですね、よく覚えていまセんけれども、それまで

恐らく日本統計研宛所で耗訂残橘ニナよんかに関する研究虐ご

一委員公という名前を使わない1二してもそういう底合
一それヵ・らそれどれの校訂か野での調査、そめ他につ

いて話し合いをしていましτこがもしれまセん。椅田くん。

とム中（四郎）†んが盛んに土入1はるようにタパはし

ll．∴私11ちもいっの剛1かむユ人と捧稼をするようlllよ

．．1Aて」、ヤ1．“徒計季夏会で．「上州・ということに1よ・
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τ二んで’すね。

 ですから、臼奉純計戸充㍉にっいてほ、日本め耗計刊

庚ヒの関速ではつが雌グ耳在でしllけれども、ある意

味ではっηざ役、っ†パの7号にηっ†こんじヤすよいかと暗

いま↑。

尺星 荊に日本銀行の宇にξ家賃カ研究所というのグあ

フて、渋沢枚三下んが・それ乏荻租しているという話も、

これは穴内先生に何ラ．†二んで’・す。

高橋 恐らく句二う1生ニブ．で、いつまでも日本銀行の

中に置くより毛、ちょう∴ぺ部1こ受け入れてくれる稗関
グでさτこという二ともチーフ’二のかもしれよセんね。

大星 その二ろ日本紀訂可ろ所卜象まっ↑このは、マ）レフ

ス薄赤学看という二とてTべ、統計学1・剛采㍑る打こ
ち1京残っていますか。

南楠．上杉君バやってダ
大屋 上杉正一郎さんで↑二・ラ

高稀 伎†よんハもそうてすア；。彼プよんか、ストライキ。

大将じピよいかな。それ1㌧大阪南穴にドれかいす二．でし

ょう。

穴昼いや尺阪南尺にいら、llのバ上杉レ郎先生。
高椅  そうですか。・丁これか1言かにいτこように思うんです．

グ、 セのj互、老イ巳と応化のつへどい禾父1二は無理ゼすね。

大尾 商工省の調査課未グルかをぺ一ゾか1工んがで太
され†こということでしょう。

高椅 何ヵ＼そういう人グね。 いま綴、誓い出せないけれど

も。ぼくはこういう席で、1プノかし1こ一んT～けれど毛ね。ぐ

ポと毛かく研究所員とい一～／けリ合フでζと思うけれビ、

本引・忘牝ましに後味が・・しも悪いい㍗一けりよ
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すが。

尺屋． いま武蔵尺掌にいらフしゃるI内海庫一郎先生もぞ

うし’ヤナ8いで’丁カ・。

商衝、てゲごフrlパ（笑）
大屋 東国大学’から引さ揚げてさマ。

高精覚えてナよい寸よ。こパ’引中よしにナよフプく最立

話し合うているん†ごけれども。内凄㍑は圭う．んじゃな

いか†よ。 あと大限商太へ行ラ†二人。上杉君し．÷ナよい人て’

†これ力・い†二と思うんτ三。そのとさいて、俵で掌倉で活躍

するようにい仁川ペフさいった面沢基一、その禾耗
で大ド氏にイ寸フ †二んじゃ 六よ し1カ・と思 う／しτ～けザじとIも 。

 ㍗に財政困穀ヒいいよし↑1カ、、．何か財珍問遡でスキ

ャンダ1レハあつけです’。そん1よにお唯バあっTこんじヤ

ナよいんでマグ、会計の秦乱があワ1二。大内先生か弓、み

ま之ダンじ、ヤl／いかとひどくしかられて1れ覚之ていよ

す。それで、肩洋熱くんバ常夏才人として素1）込んでさ仁

んじ’ヤ†求いがすよ。私は信刷しτ二ら何で一一壬セっさリにし

て、 あとは 口才ごツ トをラ氏めムむ主義でて。 イ可があっ 仁ら

ぼくが思いことにするがらといって。
時勢1崎勢だつ1二んでしようけれども、．本当けえ間の

ものとしてもっとさちんとし†・ものにナ8り得仁んでしょ

うガ払。」私にいヒもっと企業家精神が盛んだってこらて
すね。

穴艮・ピやって日本紀訂研究所の中にゼさ†。のが競訂

懇談春ですね，税訂稚議会ではも、ばら統計伊」夜更吏の

言古ばつがり一一一，

高稀γごと思いますね。近藤君、森田喋、中ム君、ぞ．れ

．か≒戦争中二日午銀行繍で．バージにllつ11人1何日も遮
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びに来ていまし↑（けれどもね、名前は一一一・、ム隊正道君。

脇付師んか竜未ていまし1二。定・箪的には就訂制陵、枇

計磯祷ハこヒゲ主†こつkク・もしれよせんね。怒らく内閣

のム1中きんがトダ㌧でやっ↑こんし’ぺよいかと思います。

大艮qHQの天然貢派馬力・ら岬望にううと．堅います
けれビも、了メリク（農商号秀省9）コロラド州。統計辛務所

長で、F・K・リード、ドク9一・リードーというのが来
日して、農杯耗訂の改善を不峻しているんですけれどむ、

←’ク9一・リードという先生ご准じですか。

高橋 ’・リードという人バいて、何かで公フ江こヒが1ある

ような乳カベする．けれど七、どういう問題で、いいうく

Tご／〕で皮1ているの〃・公殊覚之てすよい㍍。私がい↑・と

こうにもそういう名前句人ヵくい†二みて（い。そ勿坦、まる

でわグりまセ・ん。

大星いよ流計珂究所は楓文学にあ1はすので、射
んはそ（後継名だ力・ら、何が日本稼訂研究所の歴史みτ・

い1にと、いそれニセlO与史パ・何々・書か†よければ
戸よらぬのじ一ヤア～いが。剛いておくべざことがあフ丁二ら開

いてあ・いて人†～†い。

締I堅いっい†。けれ．ﾇわ、ぼくは、日本耐碓所と、
それ力・ら法改が引さ受けている欠原社公問題研究所、あ

れが頭の中で一ゴワちゃに才よフている一・んτ～。相原茂君がや

っていτこのど1ザ

森日卒赫計研宛所。
南橋  ああ、 そうか。 じヤいいん〆。

大屋   τごか ら、 l lまぢ膏岳をイ司フ て い る戸長‘）ではご’・フ ち†

じ’ぺよいてぺT。

商循 いいザ相原創け．隊社公問題研究所のすの一責任
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老では†よい？

森  でけないでマ。

高祁㍉ ああそう、じヤいいです。

あクバ…£く／～けじゃ1川†ゲも、戦前11ペンネ
ームで書いτ二毛のを本みに直そうというので、ほくと接

触グあっ仁んで↑よ。こIっ引ま、戦後書い仁もめブフて

忘れているんですがら、青ザと覚えているはIでは1ハ・

んでね・そん†よ二とがあつまし丁子ハて＼法1政ニハた尿の方

の争務所へは2度ぐらい行、ているんです。．それでいま1

ち、よフと尻乱を来している。

大屋 その漸†研充所は現在も穂いて川一まし．て、もう

どれくらい出しτ二かナよ、あ†よ†このところ。・・

森4冊ずつぐらい土、、しましτ・。

大星 そうね、あれけ何ていっ仁かな。
森／フは、・鮒研究所所論パいうのを、いま！冊目

を準備しています。ケ冊まで一までウましτ二。それと研究

所の「参考首粁」という、主に番詞訳で．すけれど七、厚†

が大体これ（ダミリ）くら1・のが7冊ぐらい。
高稀青、相豚†んの本が出ましr・ね、大さτよ本。あ牝．

いうていすね。「日本柱済稼計・。カう20年．ぐらい荊だね。

大屋4冊かゴ冊ヵ・でしょう。
高稀  いや1冊物。

尺尾 相．原プんめや一フバノ冊で、それがらほかのナもみ

書きに何フていらっしゃい’ ﾜで。

商挿≒ そうですが。芯化一、呆4し6（笑）

大1星 それで、九穴に復学寸れるその嬢様はどづいうあ
’れ一ですカ・。1．．一、．、、二

           二…1  、∴∵働
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高橋 戦後、旗沢正金銀行のよう†よと二うてギも、社倉正

義を看板トしている者グ取締役にすよってもあ、がしくすよい

ヒいう空気が一時はあフ仁んでマね。労組ヵ唯馬しよう

七し丁こんだという二ともあっ丁こようですが。それで、占

領軍にいア・らそうい惰力くあフτ二。ぼくは何で毛見てや

ろうと、中がら在融筏閃を勉痕するのもいいなと思って
いt二。九だを土τ二田中敏文君バ、尤海痘”農杯課禾が任

禾力・ら矢口争に㍑っτ二。 その田中君バ束哀に来て、「占領軍

と交渉するどさ便利だから、ち・ま之副矢口尋にすよれ・とい

っTlんです。これ商もしろい。引ゴ受けてもいいと、腎

ってい丁二ら、九尺の菊池琢夫二君がヤーってさ†二。「おま之は

ハいういτイい叫コで’困る。つまらぬ二とをし伺い
で九六にベソフして、毛とのとお1）勉蕉しろ」としいて

，しがられ丁二んで’す。副知卒も㌣め、それから取稀役ナタん

’てでさ1ニナよいのでそれもでめて、九文に帰っτ三のです。

萄氾君と舟稀書一君は1肋の初杓外国で有約んと／中よ
しにプ8り、 その関・イ末で私も仲よしにすよっ丁二んです。あ・2

人には私は尼寺してい丁・という二ともあるんです。

 そのとさけ雌粁秤にベツ7し1二のが・昭チ・3千
に｝／ダ争件の閃保で㌣州・石沢知肌句坂血糾ぽ＜と
3人でいす。萄犯勇夫君たつτ二か渡考野鼎†んがバ来て二

ぼくめ、家て“4人落ち冶＼フ て、向坂と石浜は老宙宇．で七ない

ん†ごけれども相当年をとっている。す三から二の2人は束

末に本処を置いて九穴1こは通う。高橋はまてご若いんτ～か

ゲ束、宋を完全に引㍗。って柘岡に犀’を構之て、九たハ

†二めに尽力しろといラことにアよハニんです。

                   、 て・のとさ、そう何ってい．れば、句坂、而稀なんてけん

、がし、↑8．いで希んだのに・ちポうどそのとさ．占領1竿1二行く
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ことにナよっていτ1のでて。一それで占領軍いもしろぞプ
す三というので、占領軍と九文と千分ずつ1二なつ†こんです。

私自身で’2フの「依萩状」を幸い才こんです。占領軍から

のものは「九たの講義に差し支、え†よい根リ占領耳の手伝

いをし．てほしい」、九たからのは「占領軍のイ士専に差し支

えない限り九大の粛荻をして・ほしい」というものです。

それでご本人が適引こすばいてヤっていすこんです。九穴

に復活し〔こもかかわらず、学夜の行政ザとも、本番
ていある杭打掌の講障ザヒも、ピ’れ丁三け良蜥にやつ仁

かと1いっと、いま殿みてずんさにτ二之ません。（笑）

 ビで、大屋†ん、九穴で’ぼ＜が日本葎希まやること

にナよっTこのはいっがら三こい’フ殖訂はダメ†～グらこれを

ヤブらセろという二とにナ8っす二んでしょう。

穴星そうじ’やなしに・、先生ヵ雌斉白書岬私これは

記録によると昭和33年くらいから「程済自書の研究・と
いうのガタ）・て、 そして2～3年後にr1国民の季杢希白書』、

いわゆる平和種済計画会議という勿かでζますね。

 この二ろから、表（学期）は統計学、裏は臼・李程清瓶
そういう、／・うにナよ。†こんヒャ・†8いでしょうが。

高橋一hIああ、そう。じヤ、積計学は雅号で、実名は日本

葎斉諭τごフτこのでも†よかつτ二。ぼくは、九たにいる間は

耗計学勿講義1ましてい↑二の。・

穴屋ええ、やって’いらっしゃいます。
高柄  ヒいうと表句ぐがな。

穴屋 いや、†～戸・らそ・・二らあrこ！1が、初めぽくが習フτこ

ころの徒計学は、撮初のとウは有津先生のr釈計学馨諦自
ですよ。

帝橋森田．芦のじ’ポ8か1す二。
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大屋はい、最初それを、ぼ＜は22年に聞いています。
ナごからそのとさはr徒計学辱檎』ていすね。㍑翌年がら、

森田先生の『枕蒲』になるんです、
高橋 森田君のr枕蒲Jは、定争まで使ってい†こけずイごオよ。

人星 はい、終わりのこうは、†二しが日本種清に関する

デー9げ、と整卯れましt、そして森田光生め本の
「相同」のと二ろまでし力・行かブJいんですよ、先生は。

記述稼訂の相同俸叙れころまでやって、後は推測績計
学丁ごが÷、そ二は専門の丸1リ（敏男）寸んとグ、それか

ら坂元（平八）寸んとかい弓っしゃるんで、非常勤で！お
見之に1よるグらそ一 黷ﾅやブでくナし。そこから／麦千は日年

程清に桝汀る。
高椅 そう、丸1リフんをぼく勿敢室へ呼んで’講義して毛

ら1τこの、あす汀二のとさじ’パよい、知1てる三

大屋 そうですね。非常1こ学問幻で良心的σんですね。

1ご1・ら、ぼ＜1よどはそれを開いていて・耐学とい一うも

吻に岡山き持っtこような気がしますね1。

 仇で私が昭和37年に九たに帰。てまいりまして、そ
れl！ら先生が刃千一に・両ドイソとヵ・ホスト／ア・イ．タ

1〕了に行勿・れろ。こ（とくに先生グ、「来身震は六屋君に

較む、という、いに教授倉でむ。しゃつ仁ら、助教授ヵ中
る場冶・には滞庫本旦・者ビやすよいとやれ・ないんガヒいっ一二一と

で、初めてぼくは、助敢チ受の中にも、平勿助敢授と講座
担当の助’ ~援ヒいう位舳るん1～1よということを矢ロブ丁二

わけです。ぞうはいフても、現実に講義はし†よきゃ†よら

ぬ灯ご1・らというニヒで、㍑卑競計学をや、仁よう†よ

気がしま↑．

商桶じ．㌣、．ぼ／は・稀†．れl！いほど抑［llパ
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がしられ。

尺屋い之、しばらくの町三けです㌧
高椅そ一つで†ね。ちいビいいか弓。

た径一 丁三げと先生は、ぼくが九穴に帰、てさ仁ごろから．

「耗計学パ講義はばくにヤらせて、I自／かは’・8本種肴

諭・をや∫けこいという卦汽符引ま非常ド線かっ丁こようて

↑ね。

高稀 ああ、そうですが。

坂元 私は昭和39年ぐ㌧いに先生の講義を受け仁んで’す

が、「日本葎希諭・です。

大屋カケ、先生はぼくバ帰フて㍗こころか．ら一…・。

高衝足と洗・仁わけド。
大屋事あるごとに「日卒葎済諭・という方向に並んで
いらつしゃっ1二い†よ惑じ’がしよしT・ね。

た屋 それで“、もとに亙1）ますが、季充打法の作戊の二と

を、それは毛うあちらこち弓て’’資料’と．してはいつばいあ

るのですバ、ぼくはどう毛こういう気がしてし一よう㍑

いので・それのいわば証言み仁いな・ものを，い†こτどざ†こい

んて“すガ、ライ又ぐ’んは了メりカでいろいう箱訂制度の

改善、それから稜訂基準の設定という二とをあ1やりいよ

る中で、 もし毛自由にやれるなら、、二う七し仁い、あめ

屯してこいとい棟訂制度についての理想棄利こい舳バ
頃の中にあ・↑二んじ’やナハ．1か。それが了メリカでは寸／か

突呪でれい。丁こけビ日本でμ、敗戦後でてカ＼ら、仇

左やる社倉的条イ午べあ・るのでは掃．いかという判断がら、

最初のライス・ド八り．ソーといゲヒを老ハれ↑1ので
            ○は．ないドろうか。
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 穴内先生仁い旋許制度改善季夏倉がっくっτこ実と、

それからライ又くんの孝之方ヒの問には、断層といラん

でい・、速いがあるいに思乙るわけで↑．グらポ1
’1を先生にお伺いして川うが1μ、恩フているのです。

 非常に極軌いいますヒ、材弗1腋等々について余っ
コミ・・ソトしてわられ↑8かっ†こいわ作る教授ブルー．プと、

／0年以」二に州まし一ようか、涜訂行政をや1て突隊問題一

としていろいろ舌打れているライス㍍ヒの間に、祥
瑞にい’えば質的な速一いがあフて、教授ゲ1レーブは寡の中

で孝之られk徒計制度の改草案。文章の側面だけから見
ると、ライス†んからするヒ、ご自・かが考えているのと

非常に近いヒ受け取÷れ仁んτ三けれど七、重要衝ボイン

H衣、耗許制度改善案のナはしり抜けに†よフマい†こんい

ヤ†よいカ・、ヒいうめが、耗訂茂等“成立通程を調べて

一いっ丁二中で、ぼくω疑問に思うヒこうすよんですけれども

ね。

高椅 それはいい意味で非常に深刻格間題捷逸τごと思う

んで、軽々に敢授ブ’1レープハ意見はそう†ごフ↑・などとい

う貢橋はぼくにはないんで↑けれども、あ之でいえば、
教授ゲ1レーブ・の諸君はその・ころヵ・いらぼうに・1としくな

フて、 リ下り一又ティ ッ7ナよ意レ木て“、日本の祷許制度はい

力＼1こあるべぐヵ＼ヒいうところまて“本当に孝之ていτこかと

いう二〕こ†よるヒ、それこそ物理的にそういう床格は†よ

カ＼lt二。というニヒは、日本でいうと、†・っさの一ム中†

んトちめ方針は特ドお力・しく†よければ、まあまあ」いう

ニヒに†より、それグらライ文寸んの方は、これまτではく

一．の稚則もいいと二ろ†ミけれど毛・了メリカのボ九を考え

、て二乱暴昨林げ㍗ポ地方分種と中央の待合とを、
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それこそ いい花サ木てま・ヒめるよ うすよ孝之方ξ してし1τ二。

 それに対して、こ1ちバ具体的1よ・いを持っていて、

n捌寸る七反対するも、て二まではいっていアよか一・ん

じ’ヤ打いか。立つさ私がいつ、仁、ライ又寸んが「おまえ

1ぐ反対するよう†よものは公††よいゼ。といって、辰稀を

ぼくに兄セマくれ1・場馴二、ぼ之けとしては積極細
んか狩ってナ8い。ライ又す々のいう二．とには「結構だ」

というしか†よかっ仁。耗．勾、何をいフてるかわから†よい

ガ、まあ大体そん†よとこうていす。

大星 そのラーイス†んの考え方を実行ごゼナよいよ㍉ナ享形

で千エッフしていっ丁このバ、各省庁の花言に川ますね。

南橋そ二は打常には1ガ）しているんし．㌣すざいでしょ

うかね，稼訂季夏加先生オが、非常には一りし丁。あ

れを待ってい7、抵抗すれば、占領軍と利同して㌣れ丁（
かもしれτよい。

大屋  というよう†よ感し’を持ちfさかし㌧、文献1と調べてい

ます。

坂元一番尺さなポイントは何ですカ・。っ茎り、ライス

ざんガ持っていて実〔でδ†よがフ↑二いで、白本の綾討

弗I服にと。て一番欠ポよポイントは何でてか。
穴屋中っ一 ﾍつヘラン丈のとれ仁わが国の，稼言す倖乗をつ

くるべさであるということじ÷すよいでしょ・うか。そのτ二

めr二は、耗訂基軸れる朔望機能1三けではダメであ1

て、企画筏徒をも統計委員会が符っベウてあろ‘。ドが㌧

各省庁に対して、欠落している部分は、この却分の調査
をや札、それから、温た†よビニろはほかの邦とバランス
をとれ という 二 と まで’ヤれる よう才よ、 ノぐラ ン又バと札丁こ

            つ鮒／李糸の．発走へ茸卒主義雌済にヒ1て捕11ん1～
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ヒいう二とガあって二ようナよ気が下一るんでT。

坂元 い可ると、刊衣り†ぶわ張’けいという二とです
カ＼、

穴艮 ヒ思いまIすれ。

高橋宿哩統制というニヒヒ宋犯にやるというそのむ
ところが、ライ又寸んの方は沓こフ之中央で’企画までけち

ゃんと拒れしいゲとを孝之ていす・がもしれ†よい。そ．の

点、は、俵は了メリカーの予茸局でしょう。ビューロー・オ

ブ・パジェットの剤王者でもあっ1二から、いいう発想

に柱つ㌣甘いし、そつじ1や㌃よくちヤ金の使いナ毛人η使

い方もうまくい力・すよいと孝之ていτこのかもしれ†よい。

た匿 企画桟能を外て二とに各省庁の左牙老は集中する

わけでTね。だか・ら蝋衆一界先生が、いわゆる祇言†委員、

ノ1奏の赦授グ1レーブのメ／／ぐ一てありηヅら、発・言はそう

．じ1やナよいんですね、

高橋 使はそづじゃないんですよ、初めから。

森ちよつといいで’すか。補訂委員会をめぐ、て、／フ
の辛竹バあったんで’すね。

 つまり、孝亘食で決められにこヒが、エフの虫、で脩正

されて閤歳に報告され†ニヒ・いう二とがあるんて“で。その

修正事項は付かというと、いま先生が烏つしヤブτこ、企

画微能までも就訂委更底が持つようにということヒ、そ
れから季夏会の委艮の棒成を主として学者グ．1レーブ◎に限

るというJ・うに、フまり調整機能を弦く持つよ州郡で

改組しllいヒいブ方に変之ら牝に

 それに対して官庁の側がら、企画残徒まで持つのは一

般税計争業すごけであって、．昨報システハグ、あるいは
人口動．態赫言†のようすよ、そ．れ・ゼれの．．官庁のナよわ張りに入
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る・かは、それぞ’い官庁バ†るべざてい表）ろ、、いいう巽

君命を口昌之トわけでて。

 それヵ・ら、季夏の構成について毛、矢口識人ドけに限る

のでは1よくて、各官庁の統計定務享も入れるべ汁’とい

うよゲよ異請があ1τ二。．

 結局やりとりがボて、け役所の案の方に偏・†1夫
定‘こすよっ↑こので、等実」二、涜訂委貢倉の手足が．もざ取う

札†こ形に†よフでしまっ†二んじ一ヤナよいか†よという、｝、うに思

うんですけれビも、、そのあ↑こりのやりと1）の中で、先生

との剛糸の邦・れいうか、あるいパ葎疎の却・かが何が

ありまし↑（ら・一…。

高橋 そω、占、はわが”い。

森力・†よ1けフ仁七ん↑～があ。†二ようアよ気がするんです

れ。

高橋並藤君栂つ江ら困る一けれど毛、朴く五蘇素は、

統計委貢会のメンノぐ一ではあるけれビ令、叢林㌧宿の利益
代表とい㍉と言案が悪いが、そ’ _いう意味で、’ちょうど

いよ帷君㌣森さんがい11二い15・か権／1的のすに行1
てこかもしれ†よい。・

 それから、中ムくん・とか森田君は、そういう問題1ξつ

いては完全にニュートラルですね。たがら大二内ブ’1し一プ

と紬で毛鯛でざTlけれど毛、蜘は・、農林省との

特殊tよ関1糸狐あるがら、ヤはり阿毛ハ就訂委姶バ掌

握するという“使しとしなが1†㍉
森近寮康男先生毛今回の間ご取りの相手に才よって茅ジ1

まして、一それでtフよフとぞ・の間ご取りをするぺに開い仁

んですが、止張先生は二う・し1う持祷があ1Tこらしいんで’

T。つ泰つ、戦後ハ農業問題トついて舌、農業の辛情に
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つい一で、いま麦で↑二と之は五ケ中台して、突市ξ影計一芝

食い速わ忙てい†二のと、生産量毛さちんと枢老するけれ

ども、それに文寸して装民イ呆霞の辛P分についても、ちゃん
                Jと統計楕裸ヒして保障するヒいうようは、最七現代榊

往赤挿標粛みにい岬ハ按止バあフTl々じやl！いが影
います。

 ていすカ・ら、単に農林官僚の代弁肴ヒいうのじヤ†よくて、

ある竜ワ木で’臼・かの思想といいます力・、それと戦後の農葦

に付する稼言†の面での対応の／土方という川まあ1†1よう

に思㍉んです。俵自身としては、結果的には震杯肩の意

向を代弁しτこいナよ形に1いているんて’↑けれど．も、考

え方ヒしては、†こヒ之はバりテ1楕敬み1・い戸8形で’、農

業を粁学的ナよ基盤ヒいいます力・、農業イ呆渡七合めてそう

いうことと1実践し1二いヒ思1てい†こらし・いんですね。

高稀て沽はいで↑ね。†～がらぽ’／がいつτ1こヒは、

っ水り察民の孝之方なり立場を失いに尊重しナ8がらぞう

いうところへ未てい育ん丁ごということですね。

森 館果的にはそφh方たけしが突1呪ぐれぢグつ江とい

ゲとて“、丘藤先’生自れ．ヵ・剛搾打感を感じられ仁と

いう話七少し開いております。

大星 ライ又・ミッションの副因・長で、ペイ1トン・又タ

ップ（P・StW）というのがいましllね。I依について、
先生何かブ記憶あります勿・。

高橋 す㌧と後で、ぼくグ！ラ珊与にアメりカベ行っ仁と

さ．に、ライ又寸んがわざ’わざ飛行場まで“忠迎之てくれr・。

又タッァ甘ん丁こちとも食い、役所へ連札でいっても らフ

、Tlllしま」し1二。日本でも、統計香買食．の剛条もあるし、
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占領甲11い11閃係もれ1て一、何度毛捧秩し．ていますけれ

ども、粁に／土手の点、あるいは綱’ぺ、でヒゲうとい
う二とは†よか、tlと思いますね。どこ力・大き†沙歳てい

ポより発言れられ†こりし．よし1二が、占一碩攻策について

の批判とい1丁こことで統計には関係†ぶがつす二と思います

し、詳しいことほ何にも覚たヤよゼん。

穴屋一このミッション神で言己億に残っていらIっしヤる

  0
商椅サピア（H．Slp1ト）。†ピ下氏は後で、丁メリカ

ではやつているコンサ1レタントを日奉で’推めいという

ので、一ぼくにも、学校をヤめてうちのコンす1レタ／．．H・

入れという。（笑）後でNH Kの誘「説季良一艮1二†5って（蕨÷ラ核

・五郎さんがサピアブん（ヒころべ、†二じ力・ど二かやめて・

八フ丁二んじ’ヤ†工いがすよ。

ぽくわ学校を榊るっい1はllか111と思うけれビー 竅A

サビ丁専務所に入ろうといづよう†よことがあっ↑二。・サビ

了ト箱に、日本・）企業パ1めめコン．γルタントけう

うというニヒはパはし1二。．

 †ピ了くんは、日本人を奥寸んにしていk肉体もあっ

て、その後も日本に来て、い美で先年賀状帖んカ・やりど

／1し．でいま↑。

 サピア氏はそづいうミッションにおられ・て、・二いうん†よ

統計ザヒでも、ライスぐんを助けてがんばっていすllま

すいです。丁こけと税計にづいて具／李的に何をビうし仁がと

いうニヒに1よると、みん、†よライ又マんの報告書つに灯ま

っていま↑力・らね。彼がビれいうこヒ（ま覚之てすぶいし、

何七わカ・っていません。

 それグらあヒてごれて“．す．か。’スタッアマん、マヒ。了寸ん、
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穴屋 コンフイー1レト（コー．C。〔1手Te〕）、

商椅 ブれかい1人いはいマ
大屋 デミング下んとかブラウダー（1三．T．Cザ。wJeh）

』いうのがい支すガ’ ﾋ。

商椅ブラウダーという人がいいよ。そういう／・とト
箱に歩い↑二りしましllけれども、何というごヒいよい。

みん†よ忘・札まし†二。

穴艮 二ういう人てこらは、ほとんど荊徒討基準邦のスタ

ン7ηんで万けれども、日本の辛惰トっいてはそれ†より

に勉後してい・r二わけで寸か、そうじ・やすよいんで↑グ。

高衝みん1ぶ勉後家のよう．でし†二カ＼ら、ヤブてい†・と思

うんですが、私には何老中し」二げるニピよいでT。

大屋 地方耗言す稀構をどうするかという問愚で、当時犯

方自彩で刊・ましくナよってボニ問題と格んで、稿伺現在
みにい†よ形に落ちっいていく、 そめあ↑二つどう†よんです

が。

高橋 あれは占領初期ドと．思うんτ～けれども、国勢・．調査

力・何ヵ・で調査艮を嘱託するて“しょう。あれを’日本一の隣組

に至るまで合邦、中央の軍国主義的政府め手先↑ご、穴専

†よ国勢調査の調査艮をそんな中来政府勿下部桟構にすざ

すよい地方自活体に／壬せられるヵ・ヒいう孝之方が占領軍に

波力＼フτ二ですね。

 がっての占領軍は、日本の国家俄棒倉邦バ信同でさな

いという二とをい。†・二とバあ1て、ヤの五からス←レ

ートに枢すと、いい中央政府のいいナポ1に㍍ら林い棟自

の地方椅閃をフくれともと牝るし、そうや。ているラち
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に、 いい意・本での犯．方々＼衛的†エものがで’さればそれもい

いヒいう、トうすよ、ほんハ過渡明ですね。完成’してこ孝之方

じピよが1丁二で’ sね。

穴星 地方自治の問題ヒいうのは、 そう．いうヒころにも

関イ乗してさていτてわけで二百ね。Tメリカグ日本の単夏時中

における中央灰村カ・ら隣組まで締り下にあフ↑二というこ

とについての不㌣と力・一…。

高橋つま1〕行さ姐さ十考えといいま↑カ・、万）るいはと

ことん一まで’中表築催的†よファッショ・の支酉乙ガ、あるいは

すンヨすリスティッフ汀あれヵく行†届いているん↑ごヒい

う、3・うに孝之ていτ二。．．だグら根方的ト焼ぐ直守プよきゃい

がぬしいう二とも、一 gらのどニクには稼く・あフτ二二とは

認められる。

板元その知恵といいます1・、日苓州皮、そういう麟
租まてい行く上意下産、そういう二とをどうして矢口。て二ん

ですグ。

高椅日本の宣／云と向二うは通穴に評価してい†こ。天皇

のれで日本因瓦は全都、自己侭判七反省いよしで屋、服
している、屈、限という意餓を符τ二1よいで服従、宅従して

いると、それこと根拠ポよしに、あるいは根枠があるか
屯しれよセ1んが、先入主的に孝之ていτ二んじ’やナよいで’し

 、よつφ＼。

 で↑から1日本と、1＼うのは家族制段で、天室’から下に

至るまで、・全部中央政府のさじ1本で重力く国民ビと孝之

てい寸二。だから国内では大し1ニレジ又タンス七ク灯に終

戦求で行ってしまっτ二。そういう孝之才の了〆1）力人も

い丁二んじゃナよいでしょづ’かね。

 、累、竜底というのは柴二汰するヒ、「ドラゴンJ．というんて“

            64

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



しい口句二う勿記郁こgヅ軍、屯倉皇探訪するの仁戟々

恐々としてい†二という笑い話グあリよすけれど毛。

た屋稀年全五郎という降車穴佐か何ヵ・パー一一一・。

高橋  ですから句二つの見方にも、ぼく涜わで’すよいんTご

けれビ毛、「萄とη。ヒいうようは秦偲があつτ1わけです
ね。

 いま、二ん↑よことと思い出しまし仁。占領軍のθ本硯

ま†二I求日本政策の一面グわかると思うんです。私グ占領

軍で／動いでいτことξ、国勢調査バあリましτ・。そのtごめ

全国名犯で調査夏ガ必専。それをどしうするがグ問題にな

っ㌧てれまでめように市町村にイ壬tηまい市8い。．．．市

町村は軍国主義日本国朱の下都俄構ギ。民意を代表マる
毛めていは†よいし、国民ハナ毛そういう政府の調査に喜ん

で協カマるはでい～い。ま丁こ「隣組Jす5とが利同ぐれる

すごろ㍉グ、これ七イ言用でさ†よい。それで、調査員を新開

広告ク＼何ヵ・で’直接に募集し、応募着の中ク・ら適任看ま見

比すべさ丁三’ということになフτ二。それでテスト・ケース

ヒしてやつてみよう、という二とて’私ゲ命令を受けて、

ブこしカ・名古雇に行1rこと思うんで’す。市町村の予をかり

てはいけτよいしいうので’直辛きに祈閉広告をするか、NH

Kて七イ史っ†二んでしょうか、そめ日に一ブい丁二う応募者が

ワン†と押しかけてぐにんです。インテリπり．羊務聴力

のある人。穴家老†ご・τ二人がはんらんしていτ二ころていす。

 これも記憶ヵく住しいんですザ、商工倉議所とい。た「中

立？」の場所で’ドっτこかもしれません。私が追考夏ド1

†こハで↑が、とてもそん†8二とでさ」 骼ｩ信がない。それ
で＼一公平・公・正卜畢考する徒力は私には命い。幾rがの

紐にか1＼れ一ジャンケンでrj代平君1を決めて（札それ
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でれの租から五丁二「イで表看・ヅ集まって、、まτこジ’ヤンケ

ンで必需寸よ考文丁こけ言司査員を決めてくれ、 といラτこんで’す。

そ・うやって衣まつr二人々ガ本引二調査夏に汀つτこがどう

力・、覚えていません。幾・ら既存の国家や賃政機構乏無視

寸るといっ↑こフて、国勢調査は日年政府の徒対局が†る

んで↑カ・ら、箱局は中表改府と地方η政機関バやフτこん

で’はすよいでしょい・。七ちろん、森’田徒計局以前のこう

の二とて’すね。マ1レク又ヤっレーニンが、革命のとさは区元

存の国家機構茎破壊する必辱が矛）る、そめ上で研すこにス

タートするん↑王といフているとさもありよすね。占領軍

の中にマ1レ7人・レーニン主希有がいkはではあリまセ

んバ、日本パ民主主羨芋命・を完全ないにする丁これ

という立場に立てば、ゼして、それまでの日本を甘さに

いいましτ二よ㍉に見ていてこヒすれば、 そん↑8におがしい

孝之方でけ1まかっ仁、．ヒいえる〃・もしれまセんね。〃か

に空想的、ロマン手ツブ．ではあ’1ますが。

大屋そザろ同年銀舳税訂／弓は∴マ
高衝肩1筆湊ぐんが航討勾ザ産プー？
大星そのこう調査杓衣ですれ。日本の金融糸充訂の耗元
締は・日銀続計局†～から、当然新しくて｝でる統計フ麦は、日

依の稀汁について毛魂弗り効力芝持フベ打～・ということで、

施言†法が日本の、いわば官庁杭言すの全部の基本法だとい

う孝之方で、・最初は止んでいらフしゃフ†＝わけでしょう。

 それが何か文献によると、日本銀行は官庁じぺよいピ
パよいカ＼そパぎ庁じヤ1よいとこ引．1徒汁表を適用して

しまうのは官僚主義で一間速いである。日銀は民間でごがら、

日銀のつくる統計にフいては・8銀の自由減量．にイ壬丁べ
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さであるというよゲよ二とと占領軍バいって、“Qの
方の，見・解クタ）フて、日銀は徒計疹の枠外に外れτこんだヒ

いうような二とを、何がで“涜んドようは気がし迂す。

丙挿 い立あブよ↑（のな話を開いて、思い土しτ（んτ三げれど

も、日本銀行伸査剛条八が再三未てい㌧ぼくゲ
ういう弗にいてこ。 どういう調査閲イ禾カ＼というと、金融で

は1よくて物1帥旨紋閃休ドブ1二と思いますね。

 そ二で’、どうヤワて調べるんだとか、本当に確力’がと

ヵ＼、ウエートをと）フするかといフ†二請。それで、市フさ

い一・llいすよイ．・チ技仰用が亨私や参加していllん
です。 非常にテプニカ1レな、4史い意味てぺは打幻も交渉も

あっτ二けれど毛、日食艮というのを日本全イ李の糸た言†弗1」フ黄の

中てど二に位ぐ亡るグと一いうところまでは、ぼくの閏矢口

して・いると二ろでは、話1こ土でこすよかフ丁二と思います。、

っいでですが、「マーケット・バスケット」という洋誇、

私はそういうと〔1賞え仁んじ’†1よいかな。

六星小説すよん勿・読みますと、戦後日銀が穴蔵省に対し

て、自分の杷住を築ボニいという意向が梢に弦く士、て

さますね。その才こめに白HQ工作を、接待なんか七倉め
リ・fよりや。ているわけですね。ですヵ・ら、日銀バ全融

秘計を自分の手中1こぢぐめτ・というの毛、 その閃係があ

るんいや†よいかナよと、いまし？、と思フ仁一んですけれビも。

高橋  それと関係するかどうφ・…一・・。そ勿ころあ日本銀

行税栽は一高田尚登さんで“す。ライス寸んがぼくを追れ；

て会いに行一二。3人†ごけでいういう話し合・てい丁こら、

一高田さんがゲラフを持ってさて、占領責と日本の一般

倉計予算と物価の上耳を挙けnて、こんπに占領責を取り

．れ†二んでは、 日本のインフレばこ」う．†よる’しかない、糸釜∴済
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の安定すけでさっ二1ガいヒ．いう二とを、定．に淡々とざ1

ぐは㌧んに述バ↑・。帰’）にライ又ざんがぽくに「あ’まえ

の国の偉い人が、あの白根耗栽外↑二い1二一ず’けゴけ物をい

ってく札ると、占領軍の中領政宋ももっとまし1よものに
↑よるん↑三け札と．も・といフていまし1二。

 いいうと二ろ1化を見．ると、一あすよ丁二がいまいフ仁こ

とと、目録いグ！l・しll・りし了いれいう一こヒにす♂

うτ1というニヒと関速なくいよいですね。

 そういえば、官庁の人々も、特ト財界の人↑こちは、占

領軍。人々勿郁では何でも〈イノ＼イといフちゃ一うんです。

一蔦田さんは．．そういう態度τ～・て二し、ほかにも理専の人

が、帥の疹議でもいい意味で稼然としていて二よ州気
もする。

大屋 小売物価税計は指定耗訂の中に入っていよすけれ

ど七、卸売物価のナは、口銀の方は入らすよい、指定硫訂

じゃナよいで’ ｷから。仁ヵ・ら、それはヤブば∫）そうし†（徒

証法から外れているという二とに関係．あるんじゃナよいか

という気がしよすね。それをサゼストし．r二のが白HQの

意見ドブ1二よゲよ窓ビですね。

高橋 他人二いとみすこいでてが’、歳計委員会でもそういう

問題は敗り上げ・られτよヵ＼フす（んでしIよ．〉フか。

穴屋一 いや、流計懇談会の中で嵐てさます。一

高橋 やっげリね。

欠屋絞訂懇謙底の速記依の中にあるポ1いです。’
高椅  そういえば、あれは従来あ、†こ統計調査を、徳談

食1川競訂委貢倉がでさてヅら、これは楕定徒計トする
がしすよい力・で純カ・い議論が並め弓久仁二

大屋てうですれ。それで恐パ’そのとさに、一国の税

            68

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



訂体禾の中で滴定釈言†、それからずつ’と後に1川ますげ

れども、耗訂報告調整沃と、届尖耗言†に関するラ女ヶ幸守の

杭討体系という発想は、デミンゲ市んもライスさんも当

時日本にはすよいとお’7しゃっていま二すレ、 ライス・レホ。

一トの訳勿場納会1）並択じや1よいヒいゲとは、中つ
1川そういう概念が1よ力・フ†こか｝と、屯います。

 そういう状況の中で、統計法を見て什ますヒ、実は体

条榊形に1よフているんでTね。と申しま寸のは、政府
一がやる重要耗計は楕庄一統計と、 それ力・らそうですよい官庁

耗言†、政府ヵぐ中る祷訂は、必ず承認を受けるようブよもの

tこけフてぢ／1ま†ね。そつじ’やすよい地方ω自岩体がやる

州ガ又ブ届けれ寸せるという二とで’、一国力耗訂バぐ

れいにお・くま一でいますから。

 丁こだ、その中で変は歳諭が出てくろわけてマね。人口

動態は調査統計で18く、業務疏討に者11る川二、それを

指定就計にし1ニヅよんかする。ハいう岩千ので二一は二
はあリますけれビも、そ一うじヤブよい、さ、はざれいな干多乃歳

計体禾に関する基本法にブよっていると思いますので、系充

前件禾という・意識はすよいに七ヵ・力・わシで、実際先生方の

頭の中には、それが何らかの形で形ブけられていてこよう
†よ気がしますね。

穴屋  先生ガ「糸至済白老」 の方に仁夏いていかれる契オ条』

いうのは一一一マ

高橋程清白老11碩くという川、葎斉勿講義の中で？

あるいは一般的に？

大屋1 ｱれは一納にし、やl！／l1・と思いますが、そザ
ろ力・ら先生のち喜一ぐ↓ニナよる6のハ中1㍉．程青白者関係の
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ニヒが村1帝にクくすユダて＜るんですね。そ、れと平和社清

底紙の『国民の杜済臼辛』1二閃する’二とが出てくるんで

寸ね。昭和33年ぐらい。

 その前に、30年に郁玖調査ノ会の創．立が才）るんで’すね。

二の都政調査会の倒立めいざざつはどんな…一・マ

高稀そザろの高柄正雄’の社倉主義は、「国有・国営程
清プラス計画葎斉。というソ星件刺けままでI ﾍγよい1こ

して七、 それと分つま圭わ†よいよう†よ社倉主義体制〕乏考え

ていτ二。そして、それがうまくいくτ二あには、／可が何で

も耗許筏構、積訂調査バざちんとしてい補いとダメアどと

いう、！・づ1にと左相吉表く瑳、く考えてい仁。しかし、γこ

ん†ごんに私の考えガ変わフてプこんです。・そこへ都政詞

査徐の問、超グ丈マご†こ。郡の職員采邑合の委員・長てこの書言乙

禾が戻対反対で1ま済ますよくすよっで二。そパ1州こは、花方

自治体としての束末都のあるべご孝左二真剣に孝之てみな

ければい1川いといづ二と…よっτ二。憲法に「自着の本
百。という条文グ才）るでしょう．。いわ．ばク）れで目が覚め

たんで’すね。組合め、人下二㌻と都政調査会をっくっ丁二小森

卯んτこち毛そう考えるようにアよフてい丁二。税刑こ結び

つけてい之ば、日本の徒訂桟篠を「地方自治め本旨Jに
従、て考えればどういう二とになるか一、’ qいう問題につ
†ふがるわけです。

 索はこれは地方自岩体桐査会のつポ〔ごフで二（です。

すしあ↑ニブては東ネ．者戸政調査会丁ごけれども、・行く行くぼ

全国に伸ばしてヒいうことを考えていて1んで寸。

 九穴め奥田ノ＼二層；か沖1ている福岡県政所完剣まそグ）

流れで↑。広島に．も、尤海並にもでごまし丁二。私的場食

中衆集権一点、張’）のネギ倉主義から師いフあlT二とい

             ？0

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



うこともパ）まし1二。地ナ自治体グ）依靖で、社倉主義攻

策と！lづのにストレートにつ†けら†よくて毛、それに役

立っ才句への承言†伐棒、紀計・洞査員料を整備しよ一うヒい

うねらいもあ1丁こ。いい澗査やいい貫粁を土していれば、

事多行政党バ伸び一る1二川二毛、伸び†1俵で勺者怜いいて三一ろ

う、日本全イ1李の民主イしに老役立つ†三ろうという二と七書

えてい仁んで’す。

 平和葎済計画倉歳という川まいっ？
六屋・平雌清、は七れから4年ぐらいr二ちま寸ね。

商稀明初1！年で寸。㍑・・全国版として「平和績清・。を

考えτ二。耗計ヒの閏倖をい之はグ1いうことにいます。

「葎青白書・とのカ・かわり合いといゲとに†1ると、政

榊白者に対して「国M白青・で’牽制していこう、対
抗してい二うという二とにいて、東ネ郡改調査会版の

全国版パ千和葎済・ヒいゲとにいよっていくわけてい
すね。

 そのどちら・の場合でい毛、耗訂の先生というのを忘れすよ

いようにしてあ’けば、つまり稲之ゴ稼汁調査、統計賃料

め整衛というのと箱’びついて、高橋としては学棟の講萩

は余りまじハですけ。†1が、精神は耗訂に忠実でゴざい

ますというパスポートになるヒ孝之ていす二。た屋寸んに

しヵ・ら十月いでれ（笑）とい’づ二ともありますもいま

てべいうです。

た屋戦後、統計学会ハ再建に川ます。そのい丁～木
カく再逮しで二カ・というごヒめ中で、ヤ1まり先生のお名前バ

虫てくるわけ†タんで寸が、そしてぼくが校訂学舎に入り

ますとざは、紹介者は先生と森田先生だっτこんです。そ

            れ

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



ハ後、先生田本耗訂掌ソ会．の理専にす3。τ二ん．で了グ、その

ころの、堅い生、という川まごイい’ 譁Zんか。昭和23年は有
孝、穴内、’河田耗尺、＞タ見三枠、杉牟栄一、それガら先

生、田村一郎、中ム炉．矢口部、水谷一雄、宋終生三、森田

／．憂三』いう二とにηフていますね。

 学会を再建し†汀、わいけすよいという二との、戦後の景

初”土庁看の中に毛・先生の片后頑1子入フマい一るんです

けれども、ご’言乙偉はあリまぞんが。

高1騎’ぐあ・すよいね。

大艮  「士、席者わ才か33名でせ台ま印て二」 という、）、うに、

．森田先生は書いていらつしゃつ一で、 その33石のお石読も

土、て市でいるわ一けでマ。

高椅毛つとも把縁すよんかブよいでしょうからわ、い会

合め圭記録写んで。け、ど二で集ポ↑1一・…？

欠屋 てのピの言己緑はアケしいけれどもある。それは日

本統計研究所に学《バ黍仕一一一一…。

高橋案外、名前は出ていては高1‡．してい1よいか屯し
れ†よい一。（笑）

尺屋 東京で開かれていま寸ので、ヤブばつ参加者」の顔

、…これも、東京在住の方がほとんどノ全都で、地方か㌻年分

の1’ぐい1；㍑中に＊沢尭生のあ’石前か土てくるわげ
です口

 先生は、米沢先’生はいつごろからゴ存じだ’っτ二んです
カ・。

高橋仏舎へ行って1いに、いま九天の放養邦にいる船
本君が、すでに米沢・君；とイ中よ（打rていす（。ですから、

ゴつ と テ乏の こ ヒ で’†ね．

大星 米沢先生が河出か何かの「往済学金者Jの中に、
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『流言†学』という吋わ書㍉こ1よっていらっしゃいます

ね。け序文のとこうにパこグ〕企画は本来高稀先生ガ
受け杵ってしかるべご内春†三。†三けれども、自分にぞ十し

ガ回フて汁。と．いづよ市ことが書いてこ’∵い、ますの

でね。

 あのい、そのヰ・左先生がお・書きいよっていらラし守
れば、戟徒の・統計学」の荻秤素がで’ウていTこわけで’す。

先生お寸亡しいので、それと断フていらっしゃるんビ†は
いでしょ㍉かね。それで“米沢すんを椎蔦しプこんじ’やナよい

でしょうが。どう七そういう路レ’の庁丈なんてぺすがね。

高橋 そうい之ば、本沢すんとは七つヒ前ガら知1てい
†こよづナポー一。わヵ・ら信いね。

 その采売言†学念の二とをいよあ†よ江カ・ら聞かれて、矢内

原先生のと二るで“世界樟済学公〃＼国際葎済学会をっくる

とごなんヵ＼び最初の少叙（集まりの二と†よんかをいま毘・

い土してざて、耗計剛糸ザとも思い土してもよぐそう
†ごすよと思い†ぶがらも、そめ点、はわがらすよいで’すね。

穴屋  先生、戦前ドイソにいらし仁二ろは、 ワーゲマン

（E，wひ3・伽舳れ）ばパはしい’’・す1・。

高橋 ワーゲマンは名前はずい、1ミん知フてい†二んす～げれ

ビ七、 ドイツにぞ（二ろい丁ニクい†よいが。ヴォイテンス

午一ま知フていまし†1ね。

 こ札も㌔さいフ仁ようい、戦前は、帰フてボニら掌
杖にナよんかいられ’↑よい力・もレ札汀いというんてごから。っ

リ社会主義のことばかり考えて歩いているもグごグう、
ど二へ行、て毛芙産党例集ま・りと、ネニL会党の集ま’／と、

けから文部省に体裁悪いから、尺学放後にいいと
仰1・レで底1てボゲこれで七カッセル（今・Cα…1．）
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なんカ・にはちゃんと倉っているんて’ �ｯれ．どIも。

 丁っぐお・話ししllよう1二、本け．い集ク）て勉痩も．しよ

れ思い1よがら、しかし崖、村フにはでさい・1τ二ですね。

大屋これけ変あ・恥ハい話で．す1＋れビ毛、先生は

第1帥徒言†学会例立以来の倉員て“いらつしヤるのに、

去年学会を退会1いっていらっし亡る舳、＾はどつ
l／う意ワ木で寸カ＼。

高椅 あれば、前の年か何かに、有輝さん†ナよんヵ・五．会

しているでしょう。

穴尾 いや、そうし’ヤはい．、

高橋 では、ほガ”学会かオ5。とも。かく有浮ぐんが晩五．

しているのを見て二んでプよ。それを徒計．学会からの万ば

すこと涼み圭．え†二んですね。ヤーれてい、、みん㍍も名前仁け土

していて閃／禾しマい衛いめで、圭惑けいいで｝やグ）

ドナよフているん↑～、じヤ白ノかもりリこプよらあ・うというわ

けてい寸よ。ぼくぽいって一毛冗談に、こういう二一とを守ると

大屋さんにしヵ・られるヵ・すけと思い↑げ㌧、有浮氏丁・㌻

の一一い一。

六屋 有浮先生は確ヵ・に名誉公民にηられ仁んで、名前

が脱けています。先生パの畑評議員倉て’、．名誉余夏

にMるよゲ雌薦のチ花をとっていたわけて’す。
高橋 いヤ、早まっ丁二。1

た屋その次にばくがハい1す1与、「いや、商稀先生は

今春逸底これまし1二・といわれて、ぼく肌（笑）

高柄あ†よす・としちゃ、メンツ川け1け）咋。
穴星そのψ名誉郎σ）推薦のと汁、少し掌公内部
でガタがタしまして、それで先生は且会すれ↑・のヵ・†よと
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いうニヒと思い†よがジ・・一・・。

高稀 い竹、いま覚えているグ）は、右孝†んか丁三れか、

けにもボ長毛が、つま1・1自分は非帯には1・の方で忙し

くて、耗言†の二〕二句も貢駅で∵プよいというんで’、あ・や

めに打っているん1ごヒ、せフちぺ・ってね。それ1三’けで’す、

ちっ」もあ1ポ1卵に／い1と1よいです。

穴屋 いですか。（笑）

高橋  †二じ力・有1琴寸んがヤめられ丁・という言己尋か何ヵ・に

執ってい丁二、それで’触発され↑こんだと思うん丁三けれども。

板元いヤ、一名誉食事、てい育よ、布浮先生は。

穴屋一石誉念頁†～グ㌧、二ちらの名簿から落ちて二んじ’ヤ

†よいでしょうが。

坂元 マうですよ。有浮先生も、大内先生も、それから

  〇
六屋 伊穴地寸ん、手足くん、宗・膝圭三、米ス先生、ム

田勇ぐんも。

坂元 水合一雄、中山げ灼郎、全貢，ろ誉倹妻一ビ、先生て～

け五会。（笑）・

穴星 耗訂審議ミ余と税訂委民会委置のあれと同じ’ですよ。

先生丁三’けがお・1人外れていらつしヤる。（笑）

高橋 いいうニヒで一す。ですから、仁しっ＼右1筆マ’んの

石前を見て、つまり．名誉倉夏にナよフているのを兇てやめ

†1んじ’ザよくて、何ヵ・亜」会しτ二といっ盟念乃記事圭・る三

文星 遅一会（言乙専は士、ますけれど七・一一・・、

高稀  それの1中に布浮三ザメ・ンめ力＼あフ七んで’。

坂元来濃邦ぐんがもしれすよい。

高才高 美濃邦君なら．。見てわそう気を動ヅすけす’け汀い

ヒ思うんτづけれど毛。
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た屋  先生八方ガ上でてからね。

高市計 それは年がらいフてね。美濃1部君も名誉念買にブよ

㌧びし1で月見豆 し て い る グ）。

穴産†ご一から先生、それは勘圭い，でて松。

商桁  うん、勘立いですね。

六屋 じ’一や、勘圭いブつい・らフて復倉し’い11＋け二’

寸1＼。          、
高稀・つまfけ）ぐもあカ＼1けしけい川二、先輩がちゃん

とそう†って荊えて†よくなる川二、ら・ま之は倒すごという

こヒてい ｷよ。

 こ．れは1ポ1覚えているんてぺ↑。有浮くん七や枇τ1ん

1ご1けいう二とを。じ’や11がの学舎カ・だ、・有淳㌦がや

めτ1川ま。（笑）

た屋 これはやっかいです1よ。全くおがし†よ二とにト

ており〕まして。

南埼ついで一に勉像しようと思って、いろん1よ学公に人

フているんですよ。それで舛間グ許亡は、研充釧二作

倉で。アフリウ学舎なんてあるんで↑よ。それがらいろ
ん†いがある。

 そういう意味で、ちフと七け飛ばしτ二んじ’や付くて、

ヤつばりし3、丁ビIんからコンブレッノ7スがあるんで、ニハ隊

あるべさ李に戻ろうと起っ仁。（笑）そうれ、唱本孝充訂協

倉めい力・らのことを孝之れば、ヤめ寸よくてもよか小
んで“寸。

尺屋 戦後の再逮のときもそうですしね。当然・名誉会員

にナよフ’ ﾄい†二だいて しがるべさ方τ三という二とで、 その

手続をやっている剛二、先生の正倉届ヵ・氷でいて・ぽ一く

李情知りませ！）ものですヵ・ら、仰せこちらへ出てさτ二ら、

            ？6
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そういうことが夕）りましτこので。

高橋 そうね。あ1よTlとしちぺび’っ＜り衛わナ／。どう

七↑みまセんでしト。

六屋まフニ先生州の貞肉で、早くヤら六よければγよらぬ

という気力くして。

商稀・ いまで毛葎肴秘計研究会は時間ぐえあればず㌧と

まし’川二出席で↑よド応・りあヒあれは剛禾す～いのが、

葎希徒計学。
 ・                    、

坂厄あれは研冗公ですヵ’ら。

森話カ・まで・荊係．．してしまいまぴ、旋汀寺員倉のとさ

の話にちょっヒ表フてお問さし仁いんていTけれども、リ

ボ㌧←コントローレとの剛禾、承言煉訂が水でさますね。

秩計亨艮告朔望．ラ女という七の力ぐ、丁メリヵのリオぐ一トコノ

トロールを下敷きにして、徒訂季鼻公でっくられてくるワ

そのいに、τ二とえばいまでいえば程団兜のよれ葎営
者団件の方方・ら、 報告が並一重τこがらケし負担を軽くして

くれという陣怖のようす工動さヵぐあるわけで†ね。日本税

討研究所で’紡プ調査とヤブて、どめくらい負担を強いら・

れてい，るグヒいうことをキ巴握しブ（ヒ棒うんですけれども、

そのとさに耗訂委員会め中で’の議論〕＼つ去りりポー

ト・ントガルに飾る緒とか、あるい雌営者団体
の側が今の陳情め様子とカ・’、一 ﾄ柄先生の接紋くれて二範囲

で伺い丁二いのですが・・一∴

高橋いまあア汁がリポートコン←ローレというさ案を
使われ†二んで、すぐばくは経団産．と思い土して、ああ何

ヵ・一あっ†こなとは陪ってウ7二んです’けれど竜。

大屋 藤沢袈裟利というすご右ビですか。葎団連a）調査
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都禾。

高椅知フています一。

た屋 才）ひ方からいのこヒを通．．じて発言にナよっている

と思いよすけれども。、

高、衝そう。リ木㌧一ントロー一ルビいうので、財界と

州俸が問題に1よ1ている一といゲヒは知っている。こ

れはれ†1の発言に誘等ぐれていう二とに州一八T11け
れども 、 そ う いえば、 ぞ う何 も 4＼毛 リオぐ一 トを土．ご †れ

てコントローレぐれるんじ’や力＼なわぬという二とは、い

っどうというような記使は全然はいんですけれども、感

じでは、いまの話を開けばそうす三1江グなど昆・、才二’）も

し支すね。

 い力・にわ札われは日本の改粁かう使いもしない報告乏

命ぜられて困っている乃・ヒいっ．いアよ苦情か貴半十かが’、

司令部カ・、アノるいは耗訂香貢瓜に忠㍗llことか矛いた

ナよというニヒを、いまのポ汁の話で、電・い土、している。

ど’ういう関連丁ごか覚えてげいけれビも、∫）リまし丁こね。

 占領軍・力・ら・老いろんな注文グあツて・、日本政府からも

あ／1、一体われわれはどうし丁二らいいヵ・というようなこ

とが、財界かビニカ・カ・ら、†1しかありまし1こね。それが’

耗討季貢公に＾つ†二のが、占領軍にあフ†二州＼、例によ

っていぽ付けていま↑けれども。
 そめこう冗言炎に「オレは二重人ネ台で、日ノ李・国民’として

杭打香置余の季夏であり、占領軍の飯を食1ているんて’

占領軍の番貢す～から、よくわがら†よいん†～」といフて歩

いr二、

 これ毛．冗談てごけれと’毛、人事兜がでさるまてい1ポ九尺

が」ら最高槍をいい、それが㌻占領軍の職夏として最高
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袷を七ら。ていτ二。人車吃が詞べτ二ら、商布訂は2一人前も

らつている。（笑）2人前やっているんτごからあT二りまえ

じ’や†ぶいがといフ†こんτ｛けれど’も、ビワちかにしうとい

われτ二。占硬軍に残れといわれ†二ん†÷けれども、いいか

げん足元の明るいうちにと、巴フて・九穴へ何っ仁わけズ

プよ。ハいう悪いごヒをしています句
大屋 ・内藤梢・先生め国い土ヒいうのは・一一一・？

商稀内藤勝†んは、いっいわれて／るの。耗訂香艮
・食の専務巧に人1ていllパど二がら人1ア1のかしら。
俵は京都じ’ヤナよい一一一・？

穴屋 はい、末郁ですね。ネ郡の法学一都尤身’フニと思いよ

す。

高柄 猿とはわりあいいろんな二とで擦絃があっ仁一波

は鎌倉に住んでいk関係もあフて、大内先生の家令、 と

一いっちゃ馬いけれど’毛、大｛先生のせ話をヤ1っていτ・ん

です。

穴星 俊ズ糸え訂茎率勺の総務課長で↑ね。

高橋 紀計基準局の課長さんに戸い仁。そん1よところて“

すゲ穴内先生のところへ行けばよ／倉了て勉強しよし
r二。

た屋 穴内先生はそうい一勺関休の資料ヒいうのは、丹念

に整理ぐれていらっしゃる方ですか。

高橋 先生のと二うへしょっち卸う並びに行っていT・く

せに、宋末にいれ1二ころも、棟創二行1てからポ先
窄め孝類ヤ本ヵく並んで“いろところには入っ丁二ことナよいね、

ですヵ・ら覚之てないですれ、先生は責粁τ三一の本ドのビう

して†ニヅな。

火星高橋先生合、首粁類き整理して．保柱れるという
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習慣はか用いでし1・う。尺／手荒ま1・し1二や、つは全邦い

  o 」
I高市肴 1ゴくのと二ろは、 いま（宋へ引っ走ξ’して25弁てし

ょう。Hづ’け†1二とグ†よい。

た屋 ああ、マうですグ。て札じゃ今度行。・て、片づけ

て差し上げますので。（笑）

商稀†これ〃・遊びト米て「何プ・い1っ†1ら、「一これは田

舎の新開記肯の三面記争勿坪当者t三な山こわいのが8）リ

イ可でポよい例が束）’1、もう惨1二ん1こるもの。うちの寸房

とはもう杓宋していて、兄ん丁三’らすぐ大屋ぐんに電報し

．て、欲しいのは埼フていってく†イ！l、あとは全都何も

いわ†よいていごみ星ト回すんドと倣いう二とにしている。

穴屋整揮しhわフパひょっとするとまて三あるかもしれ
†よいんで’不幸。昭和2Z～23年ニベうの、先生が耗計委員会

香艮をヤっていらしτこころの。

高橋守あね、あるヵ・もじれ†よいは。

大屋 それはさ．フとあリますよ。

高橋 特に積極幻に捨ててはいにい壱＼、わφ＼らすよいね。

尺屋 仙二うのは七うどプ汀二もあ’持ちしゃ行いんです
ね。

高橋1ナ1めピろ1二あるパよ。わ1・いいな。
ナ艮元  か†よ’1一案の方に入っ て いる・んじ’や 才よいですづ＼。（笑）

高橋  住宅τ三って、戦・争直後は芝め象岳寺φそばにい†・

でしい。け力・ら阿佐ヶ分かは、大内先生の近所のと

ころに行1τ二てぺしょう。それウ・ら千駅ヶ谷に移っ仁でし

い。それから’三馬に千ダtlでしょう。ぞれがらいまの

ところて“しょう、それでそ一あころほ12坪ぐ㌧いの家で’す

から、とても本†よん力＼置け†よい。
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 それヵ・ら、ろくに買わ†よいんτ三けれど七、責粁やなん

ヵ・もいのがあるでしょう。てれガ、いよ七うちの女房

笑ラているんドけれども、ぼくが祈剛配遠一し仁もので’、

新開配圭のん力く「とって＜㍑い」といづと、耗対断ら
ナよい。で、いま7・っ1・8フとっている。（笑）／日に二か

くらい来て、何と力・しろヒいわれるけれども、青を思い

土・して、「新開、断れるか・といつている・

 それ力・ら姐刊誌ドのイ可力＼来ているでしょう。毎・日、粁

剛や雑誇が未よす、それをい†二らがしてパま寸がら、

い何とかしろヒいわれている。完全に所得がすよくい
†こら、全邦やめtフやう．といっているん↑～けれども、いま

まプー人前に働いているカ・ら。（笑）

 †っざあ1話ししτ・ように、本を書い仁りしていると資

．料を株すニヒカくあろん†～よ。正直いうヒ、あ†灯この千祇

■で森田イ憂三の本を見て月けヒいわれて、ぐあた変て三。（笑）

それでδのう、おとヒいも一生懸命探しr二一ら、あれは才）

つ†りあブト。

根元 か†川前の方にあ1τこ。まH年前で↑がら。

高橋家はいめ一ちゃくちゃで†よ。
大二屋 森田先生の本の後ろの方に、 ヒニットラーが’才一ス

トリアを合併する「核喫合併前後」というドイツ留学白

言乙バありますね。先生は二ういうあれはびがフてこのです
カ＼。

商稀 あのいは、ぼくはも’うこっちにい1千。

六屋 あツ、七う・帰っていらっしヤろんですね。

高1橋テ マ）フで↑。’1帝っ†こ後です。 ウィーノヘは行きまし

丁二けれども、ま†ご合併前のフ了・ソンヨヵベ才一ストリブて’

棒カを握っているけです。
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大屋／1神ご引ごし．ットう一1ぺ政確をヒ．1マいますがI、

い二う先生は一一マ
高衝ぼくグ向こうへ1了っ仁のが！ア3けですヵ・ら。美壌

都君ももうい1よく†8つてい寸こか∴一一。

 ぼくは、／9㍊与！こ束啄カ・ら船に乗ってマjレセイユヘ行

（まで凹†何日間、 ソ産は世界で一番理想的なネ土倉†ごフ

てがんば．フていτ二んド骨面積は世界一、生タ舌水・羊は一番

高いということを、マ1レセイユヘ行くまでカ寸んばってい

rlんですがら1それμソ克崇拝老11／Tl。

 バリヘ行っ†こ途端に、 ト1コツヤーの本と了／ドレ・ジ

イドの「ソ速一紀一行→、あの2フを読んで’↑っ力・リ転向、．、見

直川くちゃいカ・州といプとになってこ。．

 うちの資料の中ト、．穴屋プん†～ああ†汀二方の必零な責

粁グあるがどづカ＼／降しいけれどポ…一。

 中ム伊知郎さんが†㌧てい仁日年紀計研完倉、あそこ

はぼくなんか促貢仁ね。参与かすぶんが。年亨艮昆るヒ名前

が大マい一るんて～。       ．
 満鉄力・ら来τ二人て“、亡く汀っアニ寺務局長、だれでし丁；

か、マの人も知っていtこせいカ・董粁を送ってもらって、

それは捨てすよいと思うんですけれども、わ力・らす8いな。

 いどさ整理しよづかなと思うけれども、「二の1±専バ
弁ん†ごらやる中るJ’とナ床にいってるくせに、／っ済ま

†よいう㌻に圭仁俊ガ出でくるんで“す。（笑）

 ごめ間の「八方麻れ」、あれを書いτ二ら、物を青くよう

†よ悪いことはいいよいヵ・ら、完全に整理をマるヒいっ

†二ら．・†1㍍話ししτこようにゴタブタでしょう・「即

までぞうやフているんだヅらJどいつカ・ら、「そうが屯し

れない」といフている。少しぐらいのん’びつしようと思
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つてはいますげれどもね。

 本当は／テ月末にメキシコヘ行く予定一ドっ丁こんで’す。先

ヵ帳いガう。そうし江ら何がの都合て’ヤパパっブニ。で

すグらいまの、ヒころは、試験の答案でしょう。それが4

年生カ寸済んで、あと3書、2与のゲあるんでづかい七う

州・O日ごろまで1こ1搭実者みます。あけパの翻訳
のこヒヒ、それから「浅。律と葎済の請」 というヤブで一…

い一 Z

穴犀この間、日銀の耗訂局長の狗吉君に講義をしても
らいまして、ちょ．うど先生の諺が出ていまし丁二。いまの

日飾ヒの耗訂局釆は九大こ出身ナよんでマよ。．．．

高椅 何耳ごろ士・丁二人三

尺屋  昭和25年です。 もう恐らく定年前じ’やすよい．でしょ

うカ・。

堺．元 先生は「日本系圭済諭Jをやっていらしτこけれビも、

㍑倹七†1iポつ流計に関する二〕1は、必ずいあらわれ
ていらつしゃいますね。

 ぼくがびっくりしTlのは、栄えにいるいに、先生が

コンピューターショーを見ユニいらしτ二二とがあるんです

ね。先生星でっと案内して回っ仁ことがあるんです。 も

うそのい先生は且営されていますけれビも、㍑後コ

／ヒユ＾9一ンヨーを表しに行二うとな†ると二ろσよヤブ

はザー一。

大1屋 矢口的関心はすゴいの。

項元 万ごいで’すね。

高橋 それから来ネ郡にい丁二とさに、コンピューター関

係の講．庄があるで一しょう、それに虫でいるんですよ。東

末郡の職員の丁二舳フ｝グラム川こい1よ、ああいう州
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一応士、ているんでT。．

 それヵ・らこの間イム台で’、イタり下一1こある才リベソ子イ

ガ学宛の学生11句がって・講・習を2．且問ヵ・／百カ・来京てや

るか． 迥�]者はという褐禾が夕）つブこ／）です。、ちょうどぼ

くはそのと～宋末にいてこものてい†かう、才リベッ・テイの

講義と、中フばりワン・セミスター間いていますよ。佼
で7cログラ6。を書けといわれ丁二ら書け†よくて、Iやっ1川

ダメド†ハ思っrl。ですから恥は持1ています。これ
       、      、からあ・お’よマヒついつこヒ1こプよフていくのが一一‘。

 九反血下二人で’、いま第一勧銀のいいいとこうへ行フ

てる人一一・’，

穴屋一高瀬。

高市奇  高津更芥／ザTご、 宇皮ガ、 これほどコ ンピニ・一 ター ンス

テA力巾く用いられるヒ、いま《数ほど微行ガ雲るカ・、

イ百万お各グいても！っのと二うで｝処理でさるし’ヤないが

という祐をして、 これま1■二才っさのスターリン体刺、の社

公主義の・方へ五一ブくん丁ごヒいばってい．るん†ど。

 このご’ろ雀艮行ではキャッン；L力一ドヤフイ可ヵ＼あるでしょ

う。おあいい毛あって1ハするとマィッ1一メカ
ニズム存在の余犯と・、非帯に／タ理的、育邑率白9†よ計算と、

．ビう詞約一ぐセるめかηと思って・人知れブ振にむセ3ご二

ともろるんで’すガね。（笑）

す反元  ご心酉乙ですね。（英二）飾之行（世一音多の二とまで。

高稀 毛・う！フは、あな丁二方ご承知だろうが、何がで見

†ヒん†ごけれどわ、国速の調査では、日本の平犯を前提ヒ

すれば、ノ＼口4000万か切00万でちょうどいいんで’す十㍍

ですヵ・ら何と力・してそこまで減らす浪ほないヵ・。そうす

るともうケしのんびり生活でさるヵ・ら。いまの生産・段を
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考えれば、国民1・いまの3・かの！l・～れいまパ生活

水率は保てる、それには6oぐらいでみんな元τよ丁よくちヤ

†ぶ㌧てぶい、（笑）それで弱ラている。

 日本程済の講義で’、ナよせ物価が上がるか知フているカ・。

青は夕夕で皆たん†～のに、二のごろでけ80にな；て毛倹フ

てる中ブガいるから’1ていlllんで“すバ・（笑）そ．ういう

問題やら何やら六変で’す。

 やっぱり荻育弗1j陵、それから医療保唆制度、文化の制

度、 これはどうもど！）ナェネ土倉主義にして一も、ネ土念主義に

けナよビま汀い弗1」良†三と鳥つ仁リ、 そうカ・といってマーケ

ット・メカニズムでは処理㍗1よい影フllリ、どう一

あすよ丁二方、一世ネ乙の人間の課題でいすれ一

．坂元 先生は†い・ゴんあち二う外図へ行っていらっしゼ

るわけでしょう。ビニ（国が一番いい国↑1と．思いま寸か。

・でれば市民生ラ番をしゃすいといづか、生ぎバいゲあると

いいま寸力・、 そ）フいう観点に立フて。

高椅せんT～1て麦では・ 二
                    “二＼一㌧→ス

ウェーデンがいい†よと馬1てい†二んですけれビ毛、スウ

ェー fンの学者グセんドって来てドベフていτこ今、脱税

一け沃芝書くっいにすよれば何冊でも省けま寸よヒいう

ことを、まじ’めけ人が’いうわけですよ。 そうするとこれ

も困る。せんド、てまていは又ウ＝L一アンといってい†こん

ですけれビ毛、この節はどごにしいかアハ思、て送っ
ているヒごろで↑。（則スイ又カ・†よと思・っτこり、あの立

でTね。

坂元。日本は何／立ぐ’らllですか口

高稀 それで’、本当は日本バー番いい。（笑）
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穴尾ハ雌打∵・・ビうほ1手間ゲグいごで
いまし↑二。
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